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例    言

1,本書は天理市教育委員会が平成 18年度に実施 した埋蔵文化財発掘調査の概要報告である。平成 18年度におこ

なった発掘調査は下表のとおりである。

平成 18年度 発掘調査一覧
名  称 住 所 調査原因 調査面積 調査期間 担 当 概 要

1 平等坊・岩室遺跡

第28次

平等坊町208他 宅地造成 ′ｍ 平成18 5

～ 7

木

田

童同
石

弥生時代中期～後期 :大溝、土坑、

井戸、自然流路など

成願寺遺跡

第14次

萱生町1005他 市道建設 100mド 平成18 6

～ 7

北 日 弥生時代中期～後期 :溝など

願興寺跡 和爾町629他 農業施設 144門ド平成18 731
～ 814

封と口 奈良時代 :掘立柱建物など

柳本藩邸遺跡

第11次

柳本町782他 個人住宅 ２
ｍ 平成18 8 7

～ 824
石 田 江戸時代後期 :石垣、自然流路な

ど

平等坊・岩室遺跡

第29次

岩室町38他 区画整理 750活 平F克181010
～19 211

青木 弥生時代前期～古墳時代前期 :

大溝、上坑、井戸、自然流路など

跡違

次

場

６

合

第

西井戸堂町405-1他 学校 310市 平成18 0 30

215
】と口 中世 :井戸

古墳時代後期 :自然流路

6 平等坊・岩室北遺跡

第 1次

荒蒔町283-1他 ため池改修 430mド 平成18 1 22

2 26

石 田 自然流路

平等坊・岩室遺跡

第30次

岩室町アタラシ223 範囲確認 70r 平成19 219
- 3 19

1ヒ ロ 溝、土坑

なお、柳本藩邸遺跡 (第 11次 )、 平等坊・岩室遺跡 (第30次)については下記文献にて報告済である。

※ 天理市教育委員会(編)2008『 天理市文化財調査年報』平成18年度

2,調査は天理市教育委員会文化財課文化財係が実施 し、青木勘時 (技術吏員 。現係長)、 北口聡人 (技術員 。現主

事)、 石田大輔 (技術員 。現主事)がそれぞれの現地調査を担当した。

また、現地調査、遺物整理から本書の作成に至るまでに下記の整理補助員、学生諸氏の御助力を得た。

芳村信芳、中森軍之介、中森冨美代、河喜多淑子、藤岡早紀、岩井真生、鈴木貴子

伊東由実 (奈良大学卒業生)、 今井和代 (天理大学 。現奈良女子大学大学院)、

小野間智子 (奈良教育大学 。現筑波大学大学院)、 柿本雅美・島田智子 。中西宏昌 。村下博美 (天理大学)、

後藤愛弓 (奈良女子大学・現奈良女子大学大学院)、 福家恭 (天理大学 。現桜井市教育委員会)、

松本真並 (天理大学卒業生)、 松本吉弘 (京4fl大学・現京都大学大学院)、

安原貴之 (天理大学・現奈良県立橿原考古学研究所附属博物館)   〔特記するものを除き閉日は平成18年度当時のもの〕

3,本書は天理市教育委員会文化財課 主事 石田大輔が編集 した。文責は各担当箇所の末尾に明示 した。
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1 平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

平等坊・岩室遺跡 (第28次 )

1.は じめ に

平等坊・岩室遺跡は、天理市平等坊町および岩室町一帯に所在する弥生時代から古墳時代にかけて

の拠点集落遺跡である。地理的には盆地東部山麓の谷筋から派生 して市内中央部を西流する布留川に

よつて形成された扇状地下方に展開する沖積平野上に立地する。

遺跡の範囲は東西約400m、 南北約600mと 推定される (第 1図 )。 これまでに遺跡北半部を中心に実

施された発掘調査の成果により、弥生環濠集落の出現から終焉、あるいは古墳時代集落への移行に至

るまでの集落変遷と動態が把握 されつつある。

当遺跡においては、平成 3(1991)年実施の第 8次調査以降に宅地造成、店舗建設などの開発行為

が相次ぎ、その景観を急激に変化させつつある。
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第 1図 調査地と既往の調査地点 (第28次調査まで)



Ⅱ.調査 の契機 と経過

1.調査の契機

今回の第28次調査は、平等坊・岩室遺跡北部において民間の

宅地造成事業が計画 されたことに伴い実施 した事前調査であ

る。平成 4年度に西側隣接地で天理市教育委員会がおこなつた

第10次調査の調査成果等から、今回の対象地にも遺構が多数存

在することが予測された。そこで、宅地造成計画のうち道路予

定地部分のみに限つて調査対象 とし、4m幅の調査区を設定す

ることにした。

2.調査の経過 (第 2図 )

調査地では近年まで耕作がおこなわれていたが、今回の調査

開始時点ではすでに体耕地となっていた。調査にあたつては、

道路予定地内にその形状に合わせ南北方向に長 さ100m、 幅 4

mの第 1調査区、東西方向に長さ15m、 幅 4mの第 2調査区を

設けた。まず、表土 。耕作土を重機により掘削したのち、遺物

包含層 。遺構埋土を人力により掘削、排土はベル トコンベアに

より排出して作業を進めた。調査は平成18年 5月 15日 に開始 し、

7月 15日 にすべての作業を完了した。最終的な調査面積は460

♂である。

報 韻

第 2図 調査区座標図

Ⅲ .層序・ 遺 構

1,層序 (第 3図 )

第 I層は表土、第Ⅱ層は耕作土・床上で、第 I・ Ⅱ層あわせて層厚40cm程度ある。第Ⅲ層は黒褐色

砂質土層を主体とする遺物包含層で層厚は厚いところで30cm程度あり、調査区内の全域に分布 してい

る。第Ⅲ'層 は黄褐色粘質土を主体とするしまりの強い土層で、地山面 (第Ⅳ層)の下降する第 1調

査区南半にのみ分布 している。第Ⅳ層は地山で、調査区北端では標高53m付近で検出されるが、南に

向かつて緩やかに下降し、調査区南端ではおおよそ標高51.5m付近で検出される。

2.遺構 (第 3図 )

素掘溝群

調査区内の広い範囲において、第Ⅲ層上面で耕作に伴 う素掘溝群を検出した。また、第 1調査区南

半では第Ⅲ層下の第Ⅲ'層上面でも素掘溝群を検出した。第Ⅲ層上面で検出した素掘溝群は南北方向

が主体、第Ⅲ'層 上面で検出した素掘溝群は東西方向が主体であった。

自然流路NR01

第Ⅳ層上面で砂層 (にぶい黄色細砂層)の落ち込みを確認 した。検出面での幅約 9mを測る。確認の

ために深掘 りをおこなったが、埋土に遺物は含まれていなかつた。

第 2調査 区
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SE01上層

125Y37/2黒褐色砂質土

SE01下層

25Y3/1オ リープ黒色粘土に
5Yγ4暗オリープ色粘土・5YR3た 暗赤褐色粘土ブロック混
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15V4/1灰色砂質土

第Ⅳ層
52制6/3にない黄色砂質土
6熙

=1黒
褐色砂質土

725Y7/3浅黄色粘質土
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第 4図 溝SD01・ 井戸SE01平面図・土層図
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〔SD02中 央アゼ〕
働骸上層
12税8/2黒褐色砂質土 φ05銅程度の礫含む 円筒埴輸出土
SD02下 層
225Y2/1黒 色粘土
32n4/1黄 灰色砂質土
4101R2/3黒 褐色粘土
525W4/2暗 灰黄色微砂
610椒72黒褐色微砂
7101R3/1黒 褐色細砂
810G16/yl緑 灰色粘土

SD02上 層
125Y3/3暗 オリーブ橘色砂質土
225Y3//2黒 褐色砂質土 円筒埴輪出上
M12下 層
32512/1黒色粘土
41ω馳海 黒褐色粘上
5101R3/1黒 褐色微砂
6甜 4,1暗オリープ灰色微砂
7101Rツ2黒褐色微砂
81鶴 ■1緑灰色粘土

第Ⅳ層
651R3/1黒褐色砂質土
725V7ん 浅黄色粘質土
8 2 5Yγ 4にぶい黄色粘質シルト
925聰泡 黒褐色粘質土
1025巧 力 暗灰黄色粘質シルト

/

や
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第 5図

溝SD01・ 井戸SE01(第 4図 )

|
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溝SD02平面図・土層図

溝SD01は調査区北半の第Ⅳ層上面で検出した北東―南西方向の溝で、検出面での幅約 1.5m、 深 さ

約0.3mを測る。埋土は灰色砂質上で遺物はほとんど認められなかった。井戸SE01は検出面で径約 2

m、 検出面からの深 さ約1.2mを測る井戸で、溝SD01北肩を壊す形で掘 り込まれている。埋土上層 は

黒褐色砂質土、埋土下層は暗赤褐色粘土ブロックなどを含むオ リーブ黒色粘上である。井戸枠等の痕

跡は認められなかった。SE01埋土下層から弥生時代後期の直口壷 1点が出上した。

溝SD02(第 5図 )

溝SD02は調査区北半の第Ⅳ層上面で検出した南束一北西方向の溝である。検出面での幅約2,4m、

深 さ約1.Omを測る。埋土上層は黒褐色砂質土であり、律令期の上器片 とともに古墳時代後期の円筒

埴輪 2個体が出土した。円筒埴輪はいずれも原位置を保つものではなく、細片に分かれた状態である。

近隣に古墳が存在 したことが想定され、それが削平された際に混入 したものと考えられ る。SD02が 古

墳周濠である可能性もあるが、判断は保留 しておく。埋土下層からは遺物が出上 してお らず、溝の形

成時期は不明である。



1.平等坊・岩室遺跡 (第 23次 )

方形周薄墓状豫構
ア k側翻/1褐灰色砂質土
イ 25Y3/8暗オ)―ブ褐色砂質土

ウ 25Y3/3暗オリーブ掲色砂質上。10VR6/8賜 黄褐色粘土プロック混

SXIB

125V3/3暗 オリープ褐色細砂～中砂
2 Ыv'オリープ黒色ンレト
325y3/3暗オリーブ褐色シルト
45Y4/2灰オリープ色シルト
5 10YR6/4にぶい黄橙色シルト

|

イ げ
ω

平面図・土層図第 6図 方形周溝墓状遺構
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方形周溝墓状遺構 (第 6図 )

第 1調査区の中央付近で東西方向の溝を 2条検出した。南側の溝から完形品を多く含む弥生時代中

期の上器群が出土した。土器群は11個体以上あり、出土状況からみて方形周溝墓に伴 う可能性がある

と判断した。

北側の溝は検出面での幅約 1.5m、 深 さ約0.3mを預Jる 。南側の溝は深 さ約0.3mを測 り、北岸から

完形品を含む土器群が出上した。土器群は溝底からやや浮いた位置 (第 6図イ)で、南側に転倒 したよ

うな状態で出土 した。一方、南岸は第Ⅲ層上面から掘 り込まれた遺構 (SX03)に破壊 されている。断

面観察によると北側の溝底は標高51.6m、 南側の溝底は標高51,4mで南側がやや低かった。一辺約 9

m程度の方形周溝墓が想定されるが、東辺・西辺の周溝は調査区外のため確認できていない。墳丘は

後世の削平により消失 しているが、周溝内の埋上下層はもともと墳丘に由来する堆積の可能性もある。

周溝の内側に見られる小規模な落ち込みや土坑は、墳丘の削平後に形成されたものであろう。出上 し

た土器群の時期は弥生時代中期後葉に位置付けられる。

井戸SE02(第 7図 )

第 2調査区内において後述する自然流路NR02上面で検出したもので、検出面で径約2.7m、 深さ約 1.

Omである。埋土上層は黒褐色粘土ブロックが混ざる暗褐色砂質土層、下層は褐灰色～黒色の砂質土

層である。上層、下層それぞれから瓦器椀が出上した。 自然流路NR02埋没後に形成 された井戸である

と考えられるが、井戸枠等の施設は認められなかった。おおむね12世紀前半頃の時期を想定できる。

自然流路NR02(第 8図 )

調査区南半で検出した東西方向の自然流路で、東から西に流下する。第 1調査区内で南北両岸を確

認 したが、第 2調査区は全域が流路の範囲内に含まれていた。NR02の規模は第 1調査区内で幅約14m、

最深部は検出面からの深 さ1,9m以 上を測る。河道内の南北両岸付近の河床は緑灰色シル ト層、流路

中央付近の河床は黒褐色粘土層である。第 1調査区東壁沿いに深掘 りをおこなって河床の検出に努 め

たが、作業の安全性を考慮 して最深部の検出は断念 した。

流路埋土は大きく二時期にわかれる。NR02上層からは古墳時代終末期～奈良時代を中心とする土器

類が出上 した。また、NR02下層からは弥生時代後期～古墳時代前期の土器類が出上 した。NR02下層 の

堆積後、北岸寄 りに流路が形成 されたとみ られる (NR02上層 )。 NR02上層の埋没後に前述の井戸SE02

が構築されてお り、流路の最終埋没時期は12世紀をくだらない。

流路内では、埋上下層の時期に対応

するとみ られる木杭等による構築物を

多数検出した。井堰状施設は第 2調査

区西端付近で検出 したもので、枕列に

よつて南北方向の横木を固定する構造

が観察できる。横木は径 15cm、 長 さ 2

m以上の丸太であるが、調査区外につ

づくため全長は不明である。横木の東

西両側には径 5 cm程度の断面円形の杭

が密に打たれている。 これ らの杭の多

SE02上 層
175椒 3た 暗掲色砂質土 に 101R3/1黒褐色粘土ブロック混

210漁 y3暗褐色砂質土 に 101R3/1黒褐色粘土ブロック混

3 10ARyl黒褐色粘土
SE02下 層
410471褐灰色砂質土

55W/1灰 色砂質上 に 101R3/1黒褐色粘土ブロック混

＝
――
く
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

6 5Yγ lオ リーブ褐色砂質土 に

-510m  6秘/3暗オリーブ色砂質土プロック混
7 7 roY2/1黒色砂質土
810Y2/1黒 色砂質土

井戸SE02平面図・土層 図第 7図



平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

ヽ

◇

恭

5m

第Ⅱ'層

31 lω 町/1褐灰色粘質シルト

瞭骸上層
12Ы71黄灰色細砂
225171灰 白色細砂
375巧々 灰オリープ色細砂
475V4/1灰色シルト
51015/1灰 色細砂
65Y5/72灰 オリーブ色細砂
7101R8/1灰 白色組砂
8■ 5171灰色細砂
9 Юttγ3暗褐色微砂
10引9Z灰オリープ色細砂
11151R8/1灰 白色粗砂・10GY5/1緑灰色ンルトコ冒
122開潟 淡黄色糧砂
1310!陛2灰黄褐色微砂
1425Y8/2灰 自色粗砂
15 7 5GY8/1明 緑灰色中砂
1610斜71緑灰色ンルトφ人頭大の礫含む
172躙力灰白色粗砂
18“Y7/1明 オリーブ灰色細砂～シルトゅ挙大の礫含む
19 11JGⅥ/1暗緑灰色シルト・101R7/1灰 白色中砂 ILE
2075G15/1緑 灰色シルト・5酪力灰自色糧砂
21 lolR73に ぶい黄橙色微砂
222n73淡黄色中砂
23“Y〃1オ リーブ黒色粘土
2475Y5/1灰色中砂～細砂
25引73淡黄色粗砂
2625132黒褐色微砂
27101R4/3に ぶい黄褐色微砂
287鵡,1暗緑灰色ンルト
298封71灰オリープ色シルト
30,516//3に ぶい黄色粗砂
3110Y71灰色シルト
3210Y71灰色シフレト・5Y8/1灰 自色中砂 互層
332 Ыυる明黄褐色粗砂・1研γl灰色シルトコ冒
34101R6/6明 黄褐色粗砂
357B針4/1暗緑灰色ンルト
362b172灰黄魯狙砂
3725α5/1オリーブ灰色細砂～中砂
38 7 5CY4/1暗 緑灰色中砂
305Y72灰 白色中砂 に lN4/灰色粘土ブロック混
40即朔 灰白色中砂～粗砂
411015/1灰色シルト

第N亀
14566/1緑灰色粘質ンルト
15剛К陸 妄尊B色粘土

隠骸下層
42融チ11音オリーブ灰色ンルト～細砂
43 5GY4/1暗オリーブ灰色細砂 に冊YVl灰白色細砂プロック混
4■ 5Yyl灰 自魯狙砂・2“Y71オリーブ灰色ンルト互層
4510R3/1黒掲色シフレト
46101R6/1褐灰色粗砂
47 5BG4/1暗青灰色細砂
4875Y71灰 自色伍砂
4925G167/1オ リープ灰色剤砂
505V8/1灰 自色細砂 に M/灰色粘土プロック含む
517618/1灰 白色中砂
52 1αyl灰色細砂
5375Y71灰 自色細砂～中砂
54N8/灰色ンルト
557a72灰オリープ色細砂
567硝附/1暗緑灰色シフレト
5710G6/1級含枯土
582慰(,1暗 オリーブ灰色粘土
597a71オ リーブ黒色微砂 流木多く含む
60 10Yν2オリーブ灰色裡砂
617鵡す1緑灰色シルト
62516/1灰 色粗砂 流木多く含む
63518/2灰 白色粗砂
64a71灰 白色

'狙

砂

第 8図  自然流路NR02平面図・土層図



くは西側に向かつて倒れかかるような状態で出土してお り、流路上流に当たる東側からの水流の作用

を受けたものとみられる。流路に対 して横断方向に構築されていることから丼堰の機能を有する可能

性が考えられるが、この施設が単独で機能を果たしたものかどうかについては明らかでない。杭列A

・杭列 Bは流路内を東西方向に並ぶ杭列である。杭列Aは長さ約 7mにわたって検出したもので、そ

の配列は南に向かつて緩やかに曲が りながら調査区外へ続いている。杭列 Bは杭列Aの南側で長さ約

2.5mにわたって検出したものである。杭列 A・ 杭列 Bは約 4mの間隔で並んでいる。両者が厳密に

同時期のものかどうか判断が難 しいが、それぞれの構築状況がよく似ていることから、弥生時代後期

～古墳時代前期のうちのある時点で、流路の南北両岸の護岸 として機能 していたものと想定すること

もできよう。なお、井堰状施設 と杭列 A・ 杭列 Bが 同時期に共存 したかどうかを確定することはでき

なかった。

溝SD06(第 9図 )

第 1調査区南半の第Ⅳ層上面で検出した東西方向の溝である。検出面での幅約4.7m、 深 さ約 lm

を測る。埋土は大きく3時期に分かれる。上層 (1～ 5層 )は灰黄褐色粘質土を主体とし、古墳時代前

期初頭～前半までの上器を含む。下層 (6～ 10層 )は灰色粘土～シル トを主体とし、弥生時代後期末～

古墳時代前期初頭の上器を含む。また、溝北岸よりの最下層である灰白色粗砂層 (14層 )か らは弥生

時代後期末～古墳時代前期初頭の土器が出上 した。周辺における調査成果からみて、弥生時代後期末

以降の環濠に相当するとみられ、再掘削 (1～ 10層 )に より維持されていたことが窺える。

帥

11熙 チ2にぶい美橙色粘土質ンル ト
21鵜 ,1褐灰色粘土質シルト
3101R5/1褐 灰色粘土
4101R3/2黒 褐色粘土 炭・焼土含む
5101R4/2灰 黄褐色砂混じり粘質土
625Y72暗灰黄色砂混じり粘質土
725Y5/1黄 灰色砂混じり粘土
85W/1灰色粘土
95Y71灰色粘土～シルト
1075Y5/1灰 色砂混じり粘質上

112引74黄掲色砂質土
1225Y5″ 暗灰黄色仙砂混じリシル ト
13Ы71灰色粘土
145Y7/1灰 自色粗砂

55Y7/1灰 自色シル ト
SD07                      6 5Y71灰 白色ンルト・微砂～細砂
125b″ 暗灰黄色砂質土ブロック混じり粘質上 75Y71灰色粘質ンル ト
25Y5/1灰色粘土プロック混じリシル ト     8111Y6/1灰 色粘質シル ト
325V71黄灰色粘土

第Ⅲ'層

1 10hR5″ 灰黄褐色微砂混じり砂質上 鰤側覆■)2925Y7/3淡黄色砂質土 しまり強い

22517/1灰 白色粘土ブロック混じり      331側 硝お 黄褐色粘質土 しまり強い

325Y8/1灰 白色粘土ブロック混じり      3425Y4/1黄灰色粘質土

45Y71灰 色微砂～細砂 3510釈〃3黒褐色粘質土

362引 3/3暗オリープ褐色粘質土

第Ⅳ層
122516/4に ぶい黄色粘質土
13 10GW5/1緑 灰色粘質シル ト
14関71緑灰色粘質シル ト

161研6/1灰 色粘土

1775T62オ リーブ灰色粘質シルト

185Y71灰 白色シル ト・微砂～細砂

―-520m

9    1:loo    ?m

― 第 9図
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1.平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

溝SD07(第 9図 )

第 1調査区南半の第Ⅳ層上面で検出した。南東一北西方向に延びる溝で、北岸には前述の溝SD06が

掘 り込まれている。埋土上層はブロックの混 じる粘質上、下層は黄灰色粘質上であり、弥生時代中期

末から後期初頭にかけての上器を少量含む。後述する自然流路NR03埋没後に掘削されたものと考えら

〃化る。

自然流路NR03(第 9図 )

第 1調査区南端の第Ⅳ層上面で検出した。流路上面に弥生時代後期～古墳時代前期前半の上器が出

土する粘土ブロック混 じりの砂層が堆積 してお り、これを覆土層 (NR03-1～ 3層 )と して遺物の取 り

上げをおこなった。遺物が出上したのはこの覆土層のみで、確認のため深掘りをおこなったものの下

層からは出上しなかった。このため覆土層の遺物はNR03本体の時期を反映しないと判断している。

切 り合い関係からこの付近の遺構変遷についてまとめると、自然流路NR03→溝SD07→溝SD06の順に

推移したものとみられる。

Ⅳ .出土遺物

今回の調査では遺物包含層、素掘溝埋上、自然流路、大溝や土坑などの遺構より多量の遺物が出土

した。ここでは、出土遺物を遺構ごとに報告する。

井戸SE01出上遺物 (1)

井戸SE01か らは遺物 1点のみが出上した。 1は壺の胴部で、頸部が失われている。外面のミガキ調

整が頭著で、胴部上半外面にはヘラ記号が施されている。弥生時代後期前半に位置付けられる。

溝SD02出土遺物 (2～ 4)

溝SD02埋 上のうち上層のみ遺物が出土した。 2は円筒埴輪で、およそ半周分が破片化した状態で出

第10図 井戸SE01・ 溝SD02出土遺物

Cm
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第11図 方形周溝墓状遺構出土遺物
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1.平等坊。岩室遺跡 (第 28次 )

上したものである。残存するのは 2条 3段分で、底部高が第 2段の突帯間隔より大きい。第 2段、第

3段にそれぞれ円形の透孔を直交方向に穿つ。外面は 1次調整ナナメハケ、内面は指ナデにより仕上

げられている。底部調整は外面を板押圧、内面を指頭圧により整形 している。突帯はあまり突出しな

い形状で、断続ナデののち横ナデ調整 されている (断続ナデ技法A)。 古墳時代後期前半のものであろ

う。 3・ 4は 2と 同一層位から出上している。 3は土師器椀、 4は須恵器壺で、奈良時代前後のもの

とみられ、溝SD02の埋没時期に対応すると考えられる。

方形周溝墓状遺構出土遺物 (5～ 15)

方形周溝墓状遺構の一部 と推定される溝から出上した土器群である。少なくとも12個体が出上して

お り、そのうち図化 し得た11個体を掲載する。

5。 6は広日長頸壺である。頸部と胴部の境 目で明瞭に屈曲する形状で、頸部から胴部上半にかけ

て櫛描き直線文を施 している。 5は垂下した日縁端部に刺突文、胴部 と頸部の境界に集状文を施 し、

胴部下半には穿孔がある。 6は 日縁端部が失われている。 7～ 9は広口壷で、頸部から胴部上半にか

けて櫛祐き直線文を施 している。 7・ 9は 口縁部に刺突文を施す。また、 8・ 9には胴部下半に穿孔

がある。H～ 13は細頸壺で、10も その可能性がある。10～ 12は頸部から胴部上半にかけて櫛描き直線

文を主体的に施 しているが、13は無文である。このほか、無文の壺 14・ 15が あり、14は胴部下半に穿

孔がある。

これ ら土器群は完形のものと打ち欠かれたものがあり、そのうち 5個体に穿孔がある。総体として

は弥生時代中期中葉に位置付けられよう。

井戸SE02出土遺物 (16～ 20)

16は井戸SE02上層、17～20は SE02下層から出土した。 16・ 17は瓦器抗で、体部内外面のヘラミガキ

が密である。16は見込みに斜格子状のヘラミガキを、17は ジグザグ状のヘラミガキを施 している。 18

は土師器養で、内面に粗いハケを施 している。20は須恵器杯である。瓦器椀の様相からみて井戸SE02

の埋没時期は12世紀前半を前後する時期に位置付けられる。

自然流路NR02出土遺物 (21～64)

上層出土遺物 (21～ 50)NR02上層から

は、須恵器、瓦、土師器などが出上した。

21～ 31は須恵器である。21～ 23は蓋であ

る。21の天丼部にくばみのある形状のつま

みが付 くほか、22に もつまみが付いていた

痕跡がある。24～ 26は杯である。24は低い

立ち上がりをもつもので、全体に浅く扁平

な形状である。25は立ち上がりをもたない

もので、口縁部が直線的に外方にのびる。

26も 同様に立ち上がりをもたないもので、

底部に高台が付く。底部外面には墨書が施

されており「一村堂」と判読できる。27は

高杯で、脚柱部にカキメ調整ののち沈線を

ん

ヽヽL(A=

Cm

第12図 井戸SE02出土遺物
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1.平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

Cm

第14図 NR02上層出土遺物 (2)

第15図 NR02下層出土遺物
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施す。29は短頸壺である。30は平瓶で頸部は失われているが、内外面には円板閉塞による成形の痕跡

が認められる。31は大型甕で、口頸部が短く外反する形状である。28も甕の日頸部と思われる。

32～ 33は平瓦である。模骨痕跡が認められ、桶巻作 りにより製作されたものと思われる。

34～ 49は土師器である。34～45は杯で、45が外面をミガキ調整 し、内面にミガキ暗文を残すほかは、

基本的にナデ調整で指頭圧痕を残すものが多い。46の皿もナデ調整により仕上げている。47の 高邦は

脚柱部を面取 りにより断面多角形に仕上げている。48の 甕は外面および内面の口縁部付近を荒いハケ

で仕上げてお り、粗雑な印象を受ける。49は小型の壺である。

50は 瓦器椀で、体部内外面ともに密にヘラミガキを施する。

これ らNR02上層出土遺物の時期は、おおむね古墳時代後期～平安時代前半期の幅におさまるようで

ある。NR02上層に構築されていた井戸SD02の時期をふまえると、NR02上層の埋没時期は11世紀頃とみ

られる。

下層出上遺物 (51～64)51は広口壺である。 日縁端部に 2個 1組の穿孔が 2ヶ 所確認できる。 口

頸部および胴部は粗いハケメを残す。 日頸部 と胴部の境 目には連続 した刻み目がつけられている。52

は完形の水差で、把手を貼 り付けにより接合 している。外面はミガキ調整で仕上げてお り、無文であ

る。53、 54は壺、55、 56は甕である。56は 口縁部上端が立ち上がり、外面を粗いミガキ調整で仕上げ

ている。57は器台か。縦方向のミガキにより仕上げてお り、中位に 5方向の透孔を 2段にあけている。

58～ 61は高杯である。60、 61は同一個体と思われる高杯で、杯部外面には細かな横方向のミガキが施

されている。62～ 64に は特徴的な土器片を挙げた。62は貼付突帯文をもつ。63は頸部 との境 目に二重

の刺突がある。64は胎上の色調から河内系の可能性がある。

これらNR02下層出土遺物は、一部を除き弥生時代中期末～後期のものが主体であるが、庄内式前半

段階の59～61も あり、古墳時代前期初頭までの時期幅があるものとみられる。

第Ⅲ'層 出土遺物 (65～ 73)

65～ 68は甕である。いずれも胴部を夕タキで仕上げている。65、 68は頸部を夕タキののちにナデを

73        Cm

第16図 第Ⅲ'層 出土遺物
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1.平等坊。岩室遺跡 (第 28次 )

施す。69は壺の日縁部で、二重口縁形を呈する。横方向のミガキが観察できる。 70、 71は小型の器台

であるが、摩版が著 しく調整は判然としない。72は小型丸底鉢で、日縁部が外上方に延びる形状であ

る。器表面は摩滅 しているが、外面には一部に細かな横方向のミガキが、内面にも縦方向のミガキ調

整が観察できる。

73は軒丸瓦破片で、瓦当部のみ残るが外縁は失われている。表面の摩滅が著しく文様が不鮮明だが、

素弁蓮華文軒丸瓦である。花弁の数は 8～ 10弁 になるものと思われる。弁端は不明瞭である。中房に

は少なくとも3点の蓮子が認められる。瓦当裏面の外縁よりには丸瓦筒部との接合痕跡を示す凹凸が

みられる。 7世紀後半のものであろう。

第Ⅲ'層 から出土する遺物は弥生時代後期から古墳時代初頭までのものが主体であるが、ここに図

示 したほかに須恵器片が少量含まれ、さらに瓦が存在するなど相当の時期幅がある。第Ⅲ'層直上の

第Ⅲ層は遺物包含層と理解 しているが、第Ⅲ'層 については地山面 (第Ⅳ層)の標高がわずかに下降す

るNR02以 南にのみ分布 していることから、低地の地上げを意図した整地行為により形成 されたもので

ある可能性を想定しておきたい。第Ⅲ'層 の形成時期は、73の 瓦の存在から推定すると7世紀後半以

降となろう。

0___1:4__聟 Cm
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第17図 溝SD06上層出土遺物
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溝SD06上層出土遺物 (74～ 86)

上層上部から74～ 83が 、上層下部から84～ 86が 出土した。

74～77は甕である。74、 77は内面に粗いケズヅ調整を施す。75は外面に弱いヘラミガキが施されて

いる。78～ 80は壺口縁部である。 78、 79は 日縁部外面にヘラミガキが施 されている。81、 82は高杯で

ある。81は 口縁部が直線的に延びる形状で、杯底部の稜があまり明瞭ではなく、ナデ調整により仕上

げている。82は脚部のみ残存 してお り、縦方向のミガキ調整が観察できる。88は小型丸底鉢で外面に

ミガキ調整を残す。

84は有段屈曲鉢で、内外面ともに横方向のミガキが丁寧に施されている。85は吉備系の口縁部をも

つ甕で、口縁部に凹線を巡 らす。86は有段口縁の甕で北近畿系の特徴をもつ。外面はヘラミガキ、内

面は粗くケズリ調整 している。

これ ら溝SD06上層出土土器については、概ね古墳時代前期初頭～前半に位置付けられるものと考え

られる。

溝SD06南岸下層・北岸下層出土遺物 (87～96)

南岸下層から87～ 93が 、北岸下層から94～ 96が 出上した。

87～90は甕である。87は外面をハケ調整で仕上げ、外面頸都直下に列点文を施す。89は外面にタタ

キを残 し、内面は板ナデ、日縁外端面に凹線が巡る。88、 90も外面にタタキを残す甕で、90は内面に

横方向ハケを密に施 している。91の 直口壺は外面を主に縦方向のハケ調整で仕上げているが、胴部下

半にヘラミガキを残す。92の 高杯は現状では三個体に分かれているものの、同二個体と思われるため

復元して図化 した。杯部は有段屈曲鉢に類似 した形状で、横方向に細かいミガキ調整をおこなってい

る。また、日縁部および脚裾部外面にそれぞれ沈線を 3条施すとともに、脚部に 3ヶ 所穿孔している。

93の短頸壺は外面をミガキ調整で仕上げている。

94の壺は二重日縁をもつ。内外面ともに摩滅が著 しいものの、胴部外面は縦方向のハケ調整、胴部

内面は横方向のケズリ調整を施 している。95、 96は甕で、外面をタタキ調整で仕上げている。

これ ら南岸下層・北岸下層出土遺物については、概ね弥生時代後期末～古墳時代前期初頭に位置付

けら〃しよう。

溝SD06最下層出土遺物 (97～ 124)

97～ 104の 甕は、いずれも外面タタキ調整で、97、 101の ように口縁端をつまみ上げるものや、104

のような瀬戸内系口縁をもつものもある。105は広口壷で、球形の胴部を有 し内外面ともにハケ調整

で仕上げている。108は 口縁端部を垂下させる広口壷である。 109の短頸壺は外面をミガキ調整により

仕上げ、日縁端部はヨコナデにより凹線状にくぼむ。111は胴部上位に刺突による列点文を施 してい

る。112は吉備系の口縁部をもつ甕で、日縁端部に凹線を巡 らす。115は東海系の瓢形壺と呼ばれるも

ので、外面は丁寧にミガキ調整 し、透孔を穿つ。116は内傾 した口縁をもち、外面に横方向のミガキ

調整が残る。

118～ 122は高杯である。H8は抗形の杯部に外に開く口縁をもつもので、杯部内外面ともにミガキ

調整で仕上げている。また、脚柱部はハケ調整、脚裾部はミガキ調整である。H9も外面に密にミガ

キ調整を施す。120は 口縁が外反する形状の杯部で、内外面に縦方向のミガキ調整を施す。 121、 122

は口縁が直線的に延びる形状の杯部で、杯部外面のミガキ調整は121が横方向、122は縦方向である。
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1 平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )
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＼
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第18図 濫SD06南岸下層・北岸下層出土遺物

123、 124は底部に小孔を穿つ有孔鉢である。

これら溝SD06最下層出土遺物については、弥生時代後期末～古墳時代前期初頭のものと考えられ、

南岸下層・北岸下層出土遺物との明確な時期差は認められない。各層出土遺物の時期からみて、SD06

最下層 。下層の埋没時期は古墳時代前期初頭、上層の埋没時期は古墳時代前期前半に位置づけられる

と考えられる。

自然流路NR03覆土出土遺物 (125～ 139)

125は長頸壺で、日縁部に凹線を巡 らし、端部に注目をもつ。126は広 口壺で、日縁端部に竹管文が

施されている。127は大型の鉢で、日縁部が外反する形状である。内外面 ともにミガキ調整で仕上げ

７
１
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第19図 溝SD06最下層出土遺物
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1.平等坊・岩室遺跡 (第 23次 )

さ全

樹
138

Cm

第20図  自然流路NR03上部覆土層出土遺物

る。128～ 130は甕で、いずれも外面をタタキ調整で仕上げている。133は底部に穿孔があ り、有孔鉢

と思われる。

134は把手付の台付鉢で、台部分のみ完形である。台部分はケズ リののちナデ調整をおこない、鉢

部分はミガキ調整により仕上げている。 日縁上端面には沈線が施 されている。 139も 台付鉢の一部か

もしれない。 135、 136は高杯の脚柱部である。135は脚柱部にヘラ描き直線文が 3段施 されている。

137、 138は高杯の脚裾部で、外面に縦方向のミガキ調整を施す。138は外面の縦方向のミガキ調整に

力日えて、裾端部に家1み 目を施 している。

NR03上部覆土層出土遺物は、弥生時代後期～古墳時代前期前半と時期に幅があり、NR03本体の時期

を反映しないものと判断している。
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第 1表 出土遺物観察表 (1)

番号 器種   出土還構    色調           胎土 焼成
音雇等 器高  残存率  調整・備考

1壺
 雫層

SE01  

捨 想憬5蠣 轡」

都
 密 良好 ,3 Q70凝

馨

以下

論 綿 雑 距 屋 尋 薄 郊 累 軍 真 配 :Iキ

°記敷 あり。外面の胴紐

2 
尾轟  笠習

02    1貧
;:¥再 :チ:建      粗  良好 (122)(357)1/4   t貧 )斜め方向ハク、突帯は断続ナデ技法。底部板押圧。

可)ナ デ。底部ユビオサエ。

3椀  筐ぎ
02  

檎上:予再,危 1茎封彊 密 良好■4 40 V4 絵!鋒蓑
デ`体都ユビオサエ。

4蟹恵器
重習

屹  絵上潔患チ〔辰目  密 霰
やQ30●つ口縁部V4陶日矮発蓬徳己ピ唆継 単気卸 警軍季墜:`激

しい。

(外 )日 縁ヨコナデ、刺突文。頸部に櫛猫き直線文、櫛描き簾状文。胴部上半に櫛描
5餐曇壷毯髪F艦状

給揺鳥χ倦写   密 良好■9の
“
00V2 

房甲プ堺ど
同部下半にタテミガキ滲孔あ銑

6套
晏壺 題揺F溝

墓状

捨髯

:¥ミ 影:届 解 4A暮 や

霰

や 900970劉 のみ
出 畿 2た鋼 霰 盈

瑯 帥 縦 半に鮒 き離 文7帯。

7広 口秦 名揺F纏
状

絵 {謂 ぅTg  密 良好 郷 8030口 縁部ツ6絵
!:矮 :孝

デ 刺`突文。頸部司 同部上半粗いハケ。胴部櫛祐直線文。
トデ、日縁～頸部ヨヨ方向ハク、胴部上半左上がリハケ。

8広 口壺
碧髪口

溝墓状

統 握4魂 醒塞掃   密 良好 ■30郷 6憂
形

のみ

寓 ;雰

サ デ 胴`部上半櫛描証 線文、胴部下半ミガキ。穿孔あ呪 全体的に磨

9広 口壺
彊髯F濤

墓状

絵 拐辞 R◆岳ぎ

い赤褐

 暮

や
良好 Hl ″Ю ほば完形

調 監 19珍?げ

刺突文。頸部司 Π部上半櫛lLE線文。胴部下半縦位ミガキ。黒

Ю壷 甚揺F濤
墓状

絵;牌矛T彗
ぶい黄橙 碁

や良好66 Q90ほば完形絵研骨繋土羊堪4埼9真霧為尚撃雫Ⅶ
部下半縦位ミガキ。PTtあ銑

n鱒 壺
蓬揺F溝

銚

絵 叫

ん 難

 冦

や

霰

や
門 鶴 0図 ぎ完形

叩 撥豊語離 鍵 縮 騒

報 胴部上半櫛描き直線k櫛 描き波

鬱 細頸壺
毯権F溝

墓状

給 rYRν
8橙

  惑

や
良好 59 野 4ほ ぼ完形

絲 饗F下
半縦位ミ輝 評

胴部界櫛描謙 状文綱 部櫛描き直線文、櫛描謙

“

細頸壺
毯髪写

溝墓状

給 揚解 ,争醤 葦

い黄橙 密 朗 40 鬱 9ほ ぼ完形
陥 欅 穿

サ ブ 胴`部上半ハケJ同部下半aliミガキ。

μ 壺  題聰F溝
墓状

給 ;:予 再:チ患糧    密 良好 ■0 ■ 5ほ ぼ完形
給 裡 勢δ

ガキ 磨`減が著しい。穿孔あ児

る壺 題髪F溝
墓状

器a許読壽観▼滅 癌
や良好44 Q20兵彩

のみ
脚堺親渉甲

中央付近に工具痕。

ぃ撮
器

1層
SE02 

脚N努悟優  密 良好稟861図ぎ完形制三ど算子三2±4逸ミ雰景層寡霧軍桶鋏。

17屍器 芋層
SE02  俳パ4/0灰∩N4/0灰  密 良好そi～

59 完形 i禽 !三ど葬子重8』毛ミ雰義屋鼻霊肩ゼ霰そ守
みがある。

聘甕  雫冨SE02  1禽 ;部易校
にぶい黄橙 密 良好鬱6 99 はば完形給1目綴鎌 こ甲幹事務1次多C手拳襦部下半ハク。

Ю 皿  雫層
SE02 

絵独評 翡 憑戻黄  密 良好 ■492蒟 V2 
絵 ;早鐸声

デ 底`部ユビオサエ、部分的に不定方向ナデ。

(外)口 縁ヨヨナデ、底部ヘラクズリの上からヨヨナデ。豹
緑

恵器

雫層

SE02 
問 N繋 優    密 良好 仰 0歩 9V4

(内 )ヘラクズリの上からヨヨナ尤

21墾恵器
星管
流路NR02 t禽

;科尋吉りF婚侯   密 霰や145 53 V2  絵掲絵ず宅椴罠垢蕊
=ち

Э蔀説易F字
状)あり。

効
墾

恵器
星奮

流路Nm2陶
夕許 母誘 柴炭

い赤褐
密 良好 Q4)“ 動

号繁
都

脚

=廃

名弓奪

久損謝 部回転ヘラ削児 除 回転ナデ。

邪
墾

恵器
星管

流路Nm2陶
N認 優    窪 良好 n330団 ぎ完形

周 異為弓好

回転ヘラキ火 峨 ヨサ デ銅 部内外面販 釉付
芦

。

24墾恵器
 星管

流路NR02(貧
;N4チ I優       粗 良好(130)28  1/3   1禽婚撃写琴,ラ

ケズリ、日縁回転ナデ。

（
υ
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第 2表 出土遺物観察表 (2)

番号 器種   出土遺構    色調 胎土 暁成
音屋等 器高  残存率  調整 備考

寄
器

星奮
流路N唖2松

軒:孝与IrttY靱
粗 財 Q6067V2 綿 矮寛胴球EケE投露 束蓬嬬 λ密

が郵 鶏 整紛 軌

26条恵器
星管

流路NR02 1禽
;此孫肥攪 褐灰    密  良好 130 38 ほぼ完形

t禽掲三事事i高
台貼町 け。底部に「一村堂」の墨書。外面に一部スス付着。

"奮請 星管
流路Nfll12周N辮   密 朗 B2Q硼 解

のみ
締剌:溢醒堵

ナデ。

28墾恵器
 星簿

流路NR02 1繊
IN:チ I倭      密  良好 191 ● 0 日縁部1/41衡

;:三李費

29饗
曇墾 星管

流路NR02絵
妊R為折

1′灰    密  良好 ■ 6 Q70猥
薮

上半
t貧逼三卒季:広

範囲に自然釉が付着してVヽる。

莉 奪岳
器
 星管

流路NR02 
陶 #:チI優       密  良好

栂菅
径 1631 体部のみ 鰹寧

‰ ざ魯黎毛ヨ鷲馨夏,質
宰習そ

ヨヨナデ。底部回転ヘラケズリ

31 毎恵器 甲埜流路NR02 `令ュNoイ ?茎
口縁 、胴  卸 旨量 ▲ Fヽ

胴 部タタキ。外面 のタタキ ロは胴 部・底 部 とも同一器 具を使用 してい

疑
恵器

星麿
流路NR屹

絵 !N:チ I優    密 良好 翔 4403雫 ギ発
偽 確 鋒

彬
I Tン 噂

攣 ュ!縁～肩部ナデ、胴部当て具痕。内面の当て具痕は月同部と底都付近で異なっ

詑平瓦 足管流
路Nm2絡

剛群母統に針壌電密 良好邪おに0破片 樹副事発

錦 取
星管

流路哩

テ捐讐

艦 羅 羮 N粗 軟 一 ― 麟
檻 副 第督解

調整不呪

盟杯 星管
流路Nm2問協v岳 能に鐵壌儘 密 良好仰02276 周日綴付遅:三芋灸震繋悪錢2た協弱箋栗乳

35杯  星簿流路NR02樹 :予岳患チ織種   密 良好t2か につ 号算部 i禽 1早聟
サデ`胴部～底部ナデのちユビオサエ。

弱杯 星管
流路N閾2解

群解僣ぶぃ橙 密 良好■9■3 完形 綿撫 当撃娑i宮繁第整不明。

M杯  星管
流路Nm2留

:議を身低 卜
g書 密

霰

や
レ 035V3 

解 輩写ヌ為誌 桐馨繁 絲 隻r工
。

調杯 星管
流路NЮ2陶

夕許ミ統淡奈層 密 良好Q2000号締部 脚呈曼鳥ギ
ヨサデJ同部～底部ユビオサエのちナデ。

蒟 杯  星簿

流路NR∝
絵 ;零 f91i基 腱  密 餅 偲 0 

“

D V2 
絵 !g禁ギ

デJ同部ユビオサエ。

ω杯 星管
流路NR02禽狩評再線 自 密 麟 笛039V3 綿綴投庸郵泰嘲鞘学生!戦

のナデ。螂、ユビオ比

■杯 星奮
流路N脱

陶;絲ィ九
イ
卍翠↑晶耳 密 RAf 66 00 ν6 脚學 i冨穣堺舜島程夢娑秀禍ハヶ。

Q杯  星奮
流路N脱

紹証謂猪ィ獣皐 密 聯 爵お 33 V2 脚罐]Ξ李灸熙籍鉄茂Fオ
サエ。

網 杯  星管

流路N酌2桜

乾と,▼;返
gい

黄橙

密 良好 隅 GO V2 
脚 詈綴]Ξ 投 捏課� 、

線ナデ。

“
杯 星簿

rtTIN脱
榔評岳読層  密 良好望638ツ4 円詈撥朝骨繋:三事灸麿報零鐘梁盈

底部にヘラ記号俳朝あ児

“
杯 羹

艦NRl12隅
漂繋酬穫婚 密 霰

やw5蘭 V3 絵寵せ講写為尾i宙貌評
部部分的にユビオ比

“
皿 星省

流路NR悦
絵持怒系耽髪式ギ轟鐸 密 良好90027 ツ2 絵帽写解属名否棚 象鶏錘余徒

47 高杯  星奮

流路NR02 
絵 上許ミ:チ:握     密  良好 ―   (123)脚 部のみ

1貧増望噺8魔£評
付近に擬 口縁が観察できる。脚部に面取りを施している。

48 壺    星管

流路NR陀
 給 持怒桑耽 堤ダ

い黄橙  密  良好
評評

径 611 体部のみ
 紳 ´ヨⅢ禄許どき藤ご藤係』:岳|か

らヨヨナデ司同部下半ヨコナデ。器



第 3表 出土遺物観察表 (3)

番号 器種   出土遺構    色調           胎土 焼成
音覆等 器高  残存率  調整 備考

中甕 邑管
流路N贈2陶

許【粧鳥6橙  粗 良好Q■かQ&0〃3 周日綴:Ξ寿滸晦 街幹高品花看嘲旺幹既
オサエ。

的屍
器 星管

流路N酌2脚
N統 優   粗 良好90低0,晏部

綿目三雰周ミ雰致忌寡付軽な軍扶暗文。

(外 )口 縁ヨヨナデ、頸部タテ方向/ヽ ケの上からミガキ、胴部ハケ。口縁付近に2個一Ы広日壺早管
流路NR骸

陶絲幼犠碁暴葬 密 RPJ・

“
Oは9口縁V3課亀+賀懇鯨LБ葬学生

(外)ヨコナデ、タテ、ヨヨ方向ミガキ、胴部上半は器面剥落が激しい。杷手内雨に粘
52生蒸

形
早簿
流路NR02絵

!据学母:チ:番ャ璃色 密 朗 82 柄B 勅 議曽筆7翠塾需姦費∵チ、ナナ妨向ケズリ。

硝壺 早奮
流路NR陀

絵そ爵鶴   碁
や良好最升径.50胴部V4絵胡母繁宇輯弄亀只ケζ

司聞下半ミガキ。

醜 壺  早管

流路NR屹
綿 謂 材 畠 詈

色
密 良好 ―  ■40胴 部V2絵

呻 寄謝ヱテ剌

部外面に4本の線刻あ児

弱整 早管
流路Nm2陶協彰再粉糧優  密 良好堕O GO口縁部V4陶日矮]Ξ事灸絹球翻

タキ吼

弱 甕  早管
流路N脱

陶 ;蛛耽
イ
試 〒  密 朗 Юお eO口 脚 v4絵,第 諒 残

廓 はヨ功 向ナデ、騨 なミガキ。

57器台  早奮

流路NR02絵
盪 :予 :チ】戻掻   密 良好 ―  ■30頸 部のみ

1織;紹 スⅥ

キ 部`分的にタテ方向ハケ。帥ψ段の透かし孔を持つ。

弱高杯 早奮
涜路NR02継

:評 群ち疫蓑  電
や朗 孵径酬 附のみ陶縮脇きシボ卿。

的高杯 早管
流路NR似

陶;絲晩
イ
試趣 密 麟 ワ20の 脚部のみ陶望端導」零緑吾ギ

魁から紛的にハケ。

∞高杯 早管
流路N2陶乳評持統健ぶぃ橙色密 良好朋06つ 奨影

のみ
陶目綴目三事灸胴課鰹鍵協落習票彊翠義ぴ

見られa

m高杯 早管
流路NRψ

 i締 :学ミ:チな朧
哨  密 餅 貶O● つ

奨秒
のみ

給;笙郷 ¥う馬石「 埒 r都
へ伸び征 線ハケ。

磁 上器片
早省

流路NR02給
批群 ミなチ雑 試 凄 層 電

～

良好 ―  ―  胴部破片
給 ;義藝鶏 !付

け突帯文。

鶴 端 片
早管

流路N閾2周
多評 統 壌羹  密 期 ―  ―  胴部破片

陶 壽整梁R鬱
重卿 突文列。

側 端 片
寵

流路NR陀
緞訴離 ,S獣 魏  密 朝 ―  ―  脳 麟

絵 ;認 :黙箕 絲 ナナメ加 ナデ。

(外)7 5YR 6/4に ぶい黄橙                   (外 )日 縁ヨヨナデ、胴部上半ナナメ方向タタキ、一部磨滅している。胴部下半ヨコ方
65 甕   第Ⅲ'層     (内 )口 縁部7 5YR 7/4にぶい 密  良好 (173)(102)口 縁部 1/4向タタキ。月同部内外面に接合痕あり。

黄橙 Л同部25Y4/1黄 灰                   (内 )口 縁ヨヨナデ、胴部磨滅が激しく調整不明。

66甕  第Ⅲ帽   i偲 :硝号/ぴ    密 良好 Q406D 口縁紬 /4絵 )口 縁ヨサ デ、胴部ヨ功 向タタキー 翻 鞍 してVヽる。
司)口 縁ヨヨナデ、胴部磨滅が激しい、一部ヨコナデ。

(外 )日 縁ヨヨナデ、頸部タタキ後ナデ、月同部タタキー部器面剥落。
67甕  第Ⅲ'層

  脚 乳許ミ子チ:,与がキ塁艶 橙ヽ
審 良好 Q30 GO Π縁部V6(毀 縁ヨサ デ 胴`部磨滅が激しい、 部タテ方向のナデ跡、粘上を補填した後

∝甕 第Ⅲ帽  絵抵言号Z:χ留認鍵密 良好l140 GO日縁部V6絵十日矮:三李灸語獣絋
デ`胴部ヨfIP向タタキ。

(外)口 縁端都ヨヨナデ、磨滅、ヨコ方向ミガキ、日縁部下半ヨヨナデ、ヨヨ方向のミガ
69壺   第Ⅲ帽   t禽 ;子 :穣 子チ:纏    粗  良好 ■996の  V8  

議 爾 勘 隷 告艶
‐
デ、日縁ミガキ後ヨコナデ、器面剥落、磨滅が激しい。

印器台 第m帽  絵;私鼻R◆『蓬   密 良好00 90 V2  絵!遂窃【撃暫覇薄株儀とぃ。

■器台 第Ш'層  陶鮮う∵ィ蝸、黄橙 密 良好Q00147175 絵;簿綴2花協調藍梁盈

(外)日 縁ヨヨナデ、月同部ミガキ主体、一部ユビオサエ。屈曲部ヨコナデ。口縁の磨
72 ↑響

丸底鉢  第皿'層
    る偽〕サ啓朱 7/4に ぶい橙 一    良好 120 63  ほぼ完形 滅、欠損が激しい。

(タト)5YR 6/6ホ登 一部 5YR
5/1褐灰

部 7 5YR 5/1 (内 )タ テ方向ミガキЛ音文、底部磨滅のため調整不明。



1 平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

第 4表 出土遺物観察表 (4)

番号 器種  出土遺構    色調           胎土 焼成
音農等 器高  残存率  調整・備考

73軸 瓦 第m帽   絵 ;:f7♂
灰   粗 軟 ―  

―  ―   瓦当部の霧 る。単針 難 華文41■ 瓦。全榊 l‐ 8滅が激しい。

(外)口 縁ヨヨナデ、胴都磨減が激しいため調整不明。

“

甕  壁普坐珠  器 協予再舒ヒ掻皇橙  粗 軟 建 0“ 9V4 
脇 観 tλ

肺 畔 ~部 こケズ火 脚 騨 こナデ・ユビオ比 鎌 的に

75甕  重習角  給据¥岳 :チ:謁索糧  密 良好Q40“分 口縁部V4絵十日綴:孝灸侶繋幣■、頭圧痕。

硲甕 と習坐珠 脚1群賜 酬壌糧 奄
や
霰
や
恐研
径領少契謬

副ぎ
脚転

デ。内外麟醒滅が激い、

陣  笠普坐尊  紹 練 沈 覆吾

橙 叫 R粗
軟 900聰  陶 管矮載鰯 窪字辱華廠 解

が激吼

韓  整普坐諫 陶離 癬   密 良好 n4徹92綾躍 陶Ⅶ 蠣寧革推指頭孟

伸壺 て鶏  絲評辮 儀  密 良好Ю690尿墜形
の
綿綴三三投紹獣瑣

。

80壷  重習壁珠  績鴻黒翡名灰日縁卜粗 軟 隠▼ 守0晃場
のみ

絵握騒祭鞍lt三獣:孝灸内面全体に黒斑が見られる。
7 5YR 8/4

前高杯 笙ぎ型鞣 絵抒潟舒諾愛蟄橙  密 良好住60Q&O V2 陶練課目]事灸鰯繋:三李灸シ粒

乾 高杯  至普坐尊  絵 揖譴 ,最 黄橙  密 朝 Q20 GO霙
υ

副す

絵 1騨鐸

しい。タテ加 輛 取唯 ヨ功 向ミガキ。

坤  重普坐鞣  絵 上群 :握 籐  密
霰

や
個 の に 0綴

死
朧 機凍撥Ы モ琶露灘 灘 争

神 加 ミガ札 胴訥 こ黒斑が見られれ

(外)口 縁部磨滅や欠損が激しい。ヨコ方向ミガキ後ヨヨナデ。細かい雲母を多く含

84鉢   瞭遺攣__  塔聟
工盲掬   律品 YR 3/3淡 橙 75YR 8/2密  良好 Q60 e0 1/2  

指
(内 )ヨ コ方向のミガキ後ヨヨナ九

“

甕  笙陥  恕 試 度 莫

m釈
狙 鏃 値 単 0璃 (外)日 縁5条の擬凹線、胴部ヨヨナデ。吉備系。

(内 )ヨ ヨナデ。

調甕 磯 ぷ 紹説解鉾盾
橙  密 餅 99D1711口脚V4彿罐裂碁為誌夢新

ヨサデヽ卿下ミガキ。北職系。

87甕  簿習推  絵!聯 帳橙 密 麟 Q■0守 O V2 絵1罐:孝灸侶報チミ灸
螂団緻。

884 
善普早撞 器 粋群挿ち [ヨ璽

密
寂
や ωO望 1脇  線 繍 線

・

(外 )7 5YR 7/4に ぶい橙

89甕  善習辛蓬  慣サポ潜粉隠、橙 疑
や良好Q5060 V4  樹1骨綴筆事纂橘塀ダ写密稜ナデ。

蝉  善習雫橿  窓 ギ 滸 1ヨぴ

N密
朗 ∞ ω O帥 薪

綿 甥 冨紛

胴部夕焦

飩長頸壺蓄浮早彊 陶;4R9♂譴、褐 密 良好■20Qよ9昂静π
胴
陶日矮隷 詳弄ごぴ驚義部習卦t差襦Y夢酔 ギ手f欄晩

鋭 誌
毒普雫撞  朧 採 :究 騎赤褐  密 朗 鶴 06分 徽 ρ

寓 日
膳 の沈線が断続mこ残貌 胴部ミガ北 北近鍮

コ縁ヨヨナデ、胴部ミガキ、ほとんど磨滅している。

93短頸壺驚習雫堪  絵;:ド哲子,晃ぶぃ黄橙 密 RIT Q3 0■ 3つ 晶齢」
胴
絵|:綴五卒率楡絆 骨F乳譲ぜ観1乱襦祭土具圧痕、指頭圧痕あり。

望壺 詑習雫橿 陶争許再患チ4壌妻層 電
～

良好¢201160V8 
雛 請獣きヨ盲写2嗜?黎

整宗畠

`キ

名ゴ雫索禦発麗簑磨減が激しいため調

95甕  羅穐  絵‖岳務應爾
褐 密 R47Q10010V4 絵1露]孝灸辮笹鵡 、

∝甕 重普雫櫓 周ヅ緊略発寄隆華
褐 密 良好■2 6)兵彩

のみ
問蜜雷みガ嘲策をでプサ至浙塩ぅ。

23



第 5表 出土遺物観察表 (5)

番号 器種  出土遺構 胎土 暁成
法量
口径等 器高

残存率  調整・備考

97 甕 滞SD06
最下層

(外)lllYR 6/2灰 黄褐
(内 )5Y7/2灰 白

良好 (144)174  1/2 (外)日 縁ヨコナデ、胴部タタキ。
(内 )口 縁ヨコナデ、胴部ハケ。

98 整 溝SD06
最下層 拐 燿

γ2厳 楓 内 25Y密
良好 Q30155 (外 )口 縁ヨヨナデ、胴部タタキ。

(内 )口 縁ヨコナデ、胴部ナ九 接合痕が見られる。

99甕 溝SD06
最下層

(外)7 5YRマ /4にぶい橙
(内 )10YR 7/4にぶい橙

密 覇
や122 123 ほば完形

t禽;目縁蒸部豚教撃里窪疑換リナデ。

100甕 溝SD06
最下層

(外)10YR 4/1褐灰
(内 )25Y4/1黄灰

長好 018)(41)2/3 (外)口 縁ヨヨナデ、胴部タタキ。頸部ユビオサエ。

(内 )細かいハケ、ユビオサエ。

101甕 溝SD06
最下層

(外)7 5YR 7/4に ぶい橙
IOYR 2/1黒
(内 )7 5VR 7/3に ぶい橙

電
や
霰
や

(149)(48) 峨紬れ脚目綴]]事灸網獣多安乳
螂翻。

102甕 溝SD06
最下層

(外)10YR 5/3にぶい黄褐
(内 )25Y5/2暗灰黄 賓

や(138)(49) 2/3 (外 )口 縁ヨヨナデ、胴部タタキ。
(内 )口 縁ヨヨナデ、胴部ナデ。

溝SD06
最下層

(外)10YR 7/8にぶい黄橙
2 5YR 3/1黒褐
(内 )10YR 8/3浅 黄

冦
や
霰
やt4090 日縁部1/4t貧

;目綴∃三事季i翌球穀 ぃる。

leSD06
最下層

(外)25Y7/2灰黄
(内 )25Y8/2灰 白

良好 (160)(135)1/2 (外)日 縁ヨヨナデ、胴都粗いタタキ。
(内 )日 縁ヨコナデ、月同部上半ユビオサエ、接合痕、月同部下半粗いハケ。

Ю5広口壺霞稽
(外)5Y7/1灰 自
(内 )25Y6/3にぶい黄

(138)236惑
や 良好 (外)日 縁ヨコナデ、胴部ハケ。胴部下半に炭素が吸着している。

(内 )口 縁ヨコ方向ハケ、胴部上半、左上斜め方向ハケ、胴部下半タテ方向ハケ。

Ю6広口壺霞糟
(外)10YR 7/2にぶい黄橙
(内 )25Y7/2灰黄

密 財 Q■分守9 除紬/41駕撃瑞鞘螢蜜肇獄狙ぎ野圭羅サデ
サデ`日縁群帥部ミガキ。

溝SD06
最下層

(外,N3/0暗灰
(内 )7/5YR 6/4にぶい橙

密 良好Q8069 口縁部V41衡十日綴李季tf骨繋慾↓、ヶ。

Ю8広口壷鷺鸞
(外)iOYR 8/2灰 自
(内 )とoYR 7/2に ぶい黄橙

密 良好 (188)(37) ν8 陶:Ξ事乳

溝SD06
最下層

(外)iOYR 6/2灰 黄褐
(内 )25Y6/2灰黄

密  良好 72
2矮

躍
幣3日 綴饗 綸漉

ヨナ元 附 サ の伏 嵐

■0壺 溝SD06
最下層

(外)10YR 6/2灰 黄褐
(内 )25Y6/3にぶい黄

密 良好Q30“ 9口縁部狛絵選許這孝灸品繁五銑拒齋環汗
あ銑

溝SD06
最下層

(外)7 5YR 8/3浅 黄橙
(内 )10YR 3/1,3/2灰自色

やや
粗 叡

や(60)(49) (外 )日 縁端部強いヨヨナデ、頸部ヨヨナデ、胴部刺突文。
(内 )ココナデ、一部ユビオサエ。

溝SD06
最下層

(外)25Y3/2灰黄
(内 )25Y8/2灰黄 霰

や
Q6分 にD唸部V8陶 :矮蟹堅摩I琵薬高訪雫碗飴 亀

吉備系黙われれ

溝SD06
最下層

(外)75YR 5/1褐 灰
(内 )N4/0灰 良好 (33)(87) 底部～胴 (外 )タ タキ。底部付近ナ九

部3/4  (内 )ハケ。

114甕 溝SD06
最下層

(外)10YR 5/1褐 灰
(内 )10YR 6/3に ぶい黄橙

良好 (28)(33)3/4 (外 )月 同部上タタキ、胴部中ほどナデ、胴部下タタキ。

(内 )胴部上半ナデ、胴部下半ハケ。ナデとハケの境界に工具圧痕あり。

(外 )月同部上半タテ方向ミガキ、月同部中ほどヨヨ方向ミガキ、月同部下半ミガキ、底部ナ

胴部のみ デ、1点穿孔あり。外面磨滅。東海系の瓢壺。
残存   (内 )頸部付近ヨコナデ、胴部上半に器具の圧痕あり。胴部下半ヨコ方向と左上方向

n5瓢魔 寮稽

■6無鑑 軍幣

(外)7 5YR 8/4浅黄橙
(内 )5YR 7/6橙

(舛 口縁 5YR 3/3淡 橙 胴
10YR 3/2灰 自      粗
(内 )5YR 3/4淡 橙

良好 23 (82)

軟 徹O⑬ 除紬ん綿 綴:三事瑯報議麟 1奥僻 !｀

H7台IIM寮幣
(外)7 5YR 6/4に ぶい橙
(内 )7 5YR 6/4に ぶい橙 碁

や良好95 (外)ナデ、磨滅が激しい。

(内)ナデ。
完形

H8高杯 軍稽
(外)25Y7/2灰黄
(内 )25Y7/2灰黄

良好 (1601(114)4/5
(外 )日 縁ヨヨハケ、杯部ハケのちミガキ、脚部ハケ、裾部ミガキ、4方 向透かし孔、裾

端部ヨコハケ。
(内 )日 縁ヨコミガキ、杯部ミガキ、脚部

n9高杯 葺稽
(外)10YR 7/2にぶい黄橙
(内)25Y7/3浅黄

良好 (1901(77) と/2
(外)脚部ミガキ、裾部ミガキ、裾端部ヨヨナデ。
(内)裾端部ヨヨナデ、中央部ナデ。

鬱O高杯 鷺沼

24

(外)10YR 7/2に ぶい浅黄
(内 )10YR 7/2にぶい浅黄

やや
軟螢

粗
Q&060日縁部V8絵

;目瓢郵李灸絹繋好葬円ミ雰義丞蘊醒騒し践ヽる。



1.平等坊 。岩室遺跡 (第 28次 )

第 6表 出土遺物観察表 (6)

番号 器種   出土遺構    色開          胎土 焼成
音濯等 器高  残存率  調整・備考

切 訴
鷺翠瞥  響 鞠

究 糧 2釈 7引こ
慈

や
麟 ― GOツ 8 

絵諺 票雰解 軽 課 誠 ご

。

姥2高杯 奮稽  絵揚摯猪懇
黄褐  密 良好tao 60 v8 給掲堰藉ピ茅宵了漢翼辞簿移辮 ビ碧協岬

の口縁部に黒斑が見られる。

明 鉢  葺稽  鰤

盤 務 ,静為 ▼渡 粗 軟 μ つ 徹 0ツ 6 M露 穏 ↑筆縫繁

向税 底部付酌 成訥 こ外側から内側響 孔を施

(内 )器面剥落と磨滅が激しい。

249h 鞘  線 幾
隷

R睦

麟 霰
ゃ

“

Om。 璃 底部付こ焼成訥鍋 整朕摘賀騒鞘謎嘉冠箕献哲戸
方向ハ九磨減が激Ыヽ

ワ5有駁壺星幹理笠ぴ
03絵

据彎耽隻鉾
橙`  密 良好硝4 α5 ツ4  脚日綴繋士理事票i嚢発みぇ

鬱6広口壷鷲嬢整彗
∝

絵縦解羅 庚
褐 密 議 似n30v6 緞寵碧禁堺綸臨認

。日縁下ヨサデ後ハ九接合痕あ塊

閉鉢 皇爺壌整智∝脚解影B浜簑増声橙麟朗m2■6晩 紹曇踊輪睡零裁襦S峰モX篭重]妾II骨ミ争量「
減

鬱8菱  星爺襲饗
明

縦fttfラ;青
gい

橙―
密 良好920瞼O V3 絲 綴目三毅 語離I筆肇徳亀

=爺
子甲

堺面に接合痕が見ら施

鬱9甕  皇奪襲肇彗
明
絵;狩許与χi舗龍祭 密 貧

や
3ユ  Q20体細れ絵憶霊嶺ザ撃鉄筋F後

穿孔した痕跡のものが見られる。

1304 
星爺難 彗

∝

給ヤ霧 ぞ

郵
密 財 ⑩ 口 覺形

のみ

絵婦課婁斬 蕉培 蛸
yタ

テ方彫 サ後ナデで″ キを消しれ ヽ

(外 )ハケ、ヨヨナデ、器具の庄痕(ハカ。磨減が激しい。131底部 星爺理壼ピ
031貧
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V。 ま とめ

今回の第28次調査の調査成果を、平等坊・岩室遺跡およびその周辺におけるこれまでの調査による

知見を踏まえて概観しておきたい。

環  濠

第28次調査溝SD06、 SD07は集落北TRllの 環濠帯の一部を構成すると思われる。周辺でこれまでに確認

された遺構をみると、第 8次調査SD02(弥生時代後期)(青木1996)、 第12次調査SD01・ SD03(弥生時代中

期後半)(青木1996)な どが関連する可能性があるだろう。今回の第28次調査SD06、 SD07の 北には自然

流路NR01が ある。これより北方の微高地上には方形周溝墓状遺構、井戸SE01な どが見られるのみで弥

生時代の遺構密度は高くない。基本的には集落の北側縁辺の状況を反映していると考えられる。

自然流路

第28次調査で検出した自然流路NR02は、これまで平等坊 。岩室遺跡の北部で実施された調査で確認

されてきた自然流路との関連が想定されるものである。まず、第28次調査地の東では、第22次調査NR

01(青木2005)、 および第 6次調査 「河道部」(松本1983)において、弥生時代中期～奈良時代の遺物を

包含する流路が確認されている。また、第28次調査地の西では、第17次調査llR01・ 02(青木2003)、 第1

8次調査「自然河川」(松本2003)において、同様に弥生時代中期～平安時代の遺物を包含する流路が確

認されている。それぞれの流路で確認された出土遺物の時期は第28次調査NR02と 同様であり、一連の

流路である可能性が高い。集落域の北辺を北側に大きく蛇行しながら西流する自然流路を想定するこ

とができる。

方形周溝墓状遺構

今回の第28次調査では、第 1調査区の中央付近で、弥生時代中期の完形土器群を伴 う溝を検出し、

方形周溝墓に伴 う可能性があると考えた。想定される規模は一辺約 9m程度に復元される。このほか

に方形周溝墓の可能性がある遺構は検出できておらず、通有の方形周溝墓が複数で群を構成する点か

らすると問題を残すが、溝内からの上器群の出土状況を重視してこのように判断した。

士

18
樺

第21図 平等坊・岩室遺跡北部の様相

● ^生 ◆
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1 平等坊・岩室遺跡 (第 28次 )

第22図 方形周溝墓の検出地点

平等坊・岩室遺跡では、第19次調査 (松本1999)において古墳時代前期初頭の方形周溝墓を検出して

いるほかに方形周溝墓の検出例が無く、墓域の位置が問題であつた。周辺では、これまでに北東約40

0mの地点にある前栽遺跡第 3次調査 (松本1998)において弥生時代中期中葉の方形周溝墓 5基が検出

されてお り、この付近を平等坊・岩室遺跡の墓域と想定 していた。今回の第28次調査で方形周溝墓の

可能性のある遺構が検出されたことにより、集落の北側一帯に墓域を点在させていた可能性を新たに

考えられるようになった。この想定の当否は今後の調査を通 じて明らかにされていくだろう。

7世紀代の瓦

平等坊・岩室遺跡では、これまでに第 8次調査や第10次調査 (青木1993)において、奈良時代前後の

掘立柱建物などが検出されてお り、当該時期の寺院もしくは官衛に類する施設が存在 したことが推定

されている。今回の第28次調査区北半は第10次調査区のすぐ東側に隣接するが、第10次調査区で確認

されたような奈良時代の掘立柱建物は検出されなかった。この付近が微高地であることから、後世の

削平が及んでいる可能性も考えられる。なお、第28次調査では 7世紀後半に属する素弁蓮華文軒丸瓦

７
１



片が出土 した。平等坊・岩室遺跡 における古代瓦の出土例のなかでも最古のものであ り、存在が推定

される当該時期の施設 との関連が注 目されるところである。             (石 田大輔 )
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2.成願寺遺跡 (第 14次 )

2.成願寺遺跡 (第 14次 )

I。 調査の契機と経過 悌23図・第25図 )

今回の調査は、天理市南部の萱生町における市道敷設に伴 う調査として実施 したものである。調査

対象地は成願寺遺跡に該当するほか、ホックリ塚古墳 (円墳、直径約25m)に近接する。このため、関

連する遺構や遺物包含層の有無確認、また市道敷設時に極力遺構を保護する工法を取るために、遺物

包含層 。遺構面までの深さを知ることを目的として、発掘調査を行つた。

調査封象地は、柿畑の中に帯状の空閑地を設けて、通路として利用されてきた場所であり、今回の

調査はこの通路を市道 として整備する工事に先立つものである。このため、調査対象地間際にまで柿

畑が迫つていることから、調査区の幅を十分に確保することが困難であり、結果的には幅 lmの狭長

な調査区を設定 し、部分的に拡張する形での調査となった。南北に長い対象地内に、周囲の地形や埋

設物の位置などを考慮 して、食い違い部や屈曲部を伴 う形で調査区を設定した。 トレンチ北端から墳

丘北側の食い違い部までを第 1ト レンチ、墳丘北側の食い違い部から墳丘東側の屈曲部までを第 2ト

第23図 成願寺遺跡調査区配置。旧地形復元図 (S=1/10000)

29



レンチ、墳丘東側の屈曲部から墳丘南側の食い違い部までを第 3ト レンチ、それ以南を第 4ト レンチ

とした。また、第 4ト レンチからやや南方に離れて、墳丘南側に現存する谷地形の肩部を確認するた

めの トレンチを設定し、第 5ト レンチとした (第 25図 )。

現地では平成18年 6月 12日 に調査を開始 し、同年 7月 18日 に全ての作業を終了した。調査対象地内

での総調査面積は、約100ピ であった。

Ⅱ。調 査 の概 要

1.基本層序 (第24図 )

今回の調査地における基本層序は以下の通 りである。

調査においては、第 2～第 3ト レンチで遺物包含層 (Ⅱ・Ⅲ層)の下方に比較的安定した基盤層 (Ⅳ

層)を検出したが、北側 (第 1ト レンチ)及び南側 (第 4・ 第 5ト レンチ)では砂礫を伴 う河川性の堆積 (I

2層及びⅡ 2層 )が深 く、底をなす安定地盤は検出することができなかった。このことからは、第 2・

第 3ト レンチ付近に北東～南西方向にのびる尾根が存在 し、その北側及び南側は地形的に大きく落ち

込んで谷地形をなす、とい う旧地形が復元できる。また、第 2。 第 3ト レンチはホックリ塚古墳墳丘

に近接することから、ホックリ塚古墳築造場所の選地にあたり、地盤の安定した尾根上が選択された

ことが指摘できる。

調査地付近の現地表面をなす柿畑耕作面は標高98.8～ 99.9mを測 り、南から北へ向かつて高くなる

地形である。耕作土 (11層 )の 厚 さは第 2。 第 3ト レンチで0.2～ 0.4m、 第 1ト レンチ北半及び第

4ト レンチで0.8m、 第 5ト レンチで0.3～ 0,7mを測る。第 4ト レンチでは、 11層 下面が段状に下

がり、段以南では後述する河ナ|1堆積の上にO.5mほ どの盛土 (11層下半)を施 して整地 している様子

がうかがえる。

I-1層 を除去すると、第 4ト レンチ南半～第 5ト レンチでは河川堆積層 (12層 )、 第 1ト レンチ～

第 4ト レンチ北半では弥生時代後期～古墳時代の遺物を含む包含層 (Ⅱ l層)が現れる。

12層は中近世の遺物を含む河)II堆積層で、厚 さ100cm以 上を測る。上方は灰黄色系の砂礫 と微砂

の互層、中ほどは黒褐色系の砂礫 と砂の互層、下方は黄灰色～褐灰色系の砂層からなる。

Ⅱ l層 は第 1ト レンチから第 4ト レンチ北端部にかけて存在する遺物包含層で、厚さ15～ 50clllを測

る。灰黄色～黒褐色系の砂～砂質シル トを主体 とする層中には、弥生時代後期後半段階の上器片を含

む。第 1ト レンチにおいてはⅡ l層 下方に河サII堆積層 (Ⅱ 2層 )が存在 し、同じく弥生後期後半段階

の上器片を含む。灰 白色～にぶい黄色の粗砂～砂操からなり、拳大前後の礫を多く含む。層厚は50clll

以上を測るが、湧水による壁面の軟弱化が著しく、危険防止のためⅡ 2層途中で掘削を中止 している。

Ⅱ l層 を除去すると、第 2ト レンチから第 4ト レンチ北端にかけて、にぶい黄褐色～黄灰色系の砂

～砂質シル トを主体 とする遺物包含層 (Ⅲ層)が あらわれる。層中には、弥生時代中期末～後期前半

の土器片を含み、層厚は10～ 35clll前後を測る。

Ⅲ層の下部は全 く遺物を含まない土層 (Ⅳ層)と なる。Ⅳ層は第 2～第 4ト レンチ北端ではにぶい

黄色～黄褐色系の極めてしまりの強い細砂～砂質シル ト、第 1・ 第 4・ 第 5ト レンチでは黒褐色粘土

からなる。完掘後に第 3ト レンチ南端付近で深掘 りによる補足調査を実施 したところ、前者の下方で

後者を検出してお り、前者を尾根上に形成 されたベース層、後者を基盤層となる地山と捉えることが
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2 成願寺遺跡 (第 14次 )

できよう。前者の層厚は最大で30clll弱 を沢1る 。

2.主な遺構 と遺物 (第25～ 29図 )

今回の調査区はホンクリ塚古墳に極めて近接 してお り、古墳に伴 う遺構の検出が期待 されたが、調

査区内では明確な人為的遺構を検出することはできなかった。 自然の営力の所産 として調査中に注目

されたものには、礫集中部 3か所 と谷 2条がある。谷 2条の うち南側の 1条は、Ⅱ l層 上面を検出面

として中世の遺物を含むが、北側の 1条及び礫集中部はⅢ層上面を検出面として、遺物を含まないも

のと弥生時代後期後半代の遺物を含むものがある。

谷  1(図 版13)

第 4ト レンチ北半部に肩を持ち、南へ下がつていく谷地形である。第 5ト レンチ南側の調査区外に

広がるため、南側の肩は検出できていないが、現状地形は調査地南側の現流路を谷底 として下がつて

お り、谷 1についても同様の傾向を示すものと思われる。遺物は中世の東播系須恵器のほか、河ヽ片の

ため図示 していないが上師器羽釜片や土師皿片などを含む。

1は東播系須恵器括鉢の口縁部～体部片である。体部はわずかに内湾 して立ち上が り、口縁部は上

下にツマ ミ出して端部は幅広の面をなす。 口縁端面が大きく外反する部分があり、片口部の端に当た

ると思われる。 日縁端面には部分的に自然釉の付着がみられる。また、内面の下端は使用による器面

の荒れが著 しい。

谷  2(図 版14)

第 1ト レンチ南端部に肩を持ち、北へ下がつていく谷地形である。第 1ト レンチ北側の調査区外に

広がるため、北側の肩は未検出である。 Ⅱ層下部のⅡ 2層 を埋土とし、遺物は細片を含むのみで時期

の特定は困難であるが、上層のⅡ-1層 に弥生時代後期後半代の遺物を含むことから、谷 2の時期の下

限を当該期に求めることが可能であろう。

礫集中部 ¬ (図版14)

第 1ト レンチで検出した礫集中部である。幅30cm前後、厚さ20cm前後を測 り、最大で長径20cm程度

の礫が帯状に集中する。旧耕作上の直下、Ⅱ層の上面に形成されたもので、礫層中に遺物を含まない。

礫の堆積状況に規則性や人為性も認め難いことから、自然の営力によつて形成された傑集中部である

と考えられる。

礫集中部 2(図版14・ 15)

第 2ト レンチ南端で検出した礫集中部である。幅70cm前後、厚 さ45cm前後を測 り、最大で長径10～

15cm程度のやや小ぶ りな礫が帯状に集中する。操層の上面で、弥生時代後期後半の壺片が出上 した。

礫の堆積状況に規則性。人為性は認め難 く、自然の営力により形成された礫集中部と考えられる。

2・ 3は弥生土器の壺である。 2は長頸壺の底部～頸部片である。やや突出する平底の底部から球

形の胴部が立ち上が り、頸部は太くほぼ直立する。接合痕が胴部上半の内面にみられ、この接合痕を

半ば消すように縦横のナデで成形 したのち、内外面に縦位～左上が りのハケで調整する。頸部外面の

ハケは他の部分のそれに比べて密である。なお、胴部外面に黒斑を有する。 3は底部～胴部最大径付

近までの破片である。中央部が凹んで ドーナツ状を呈する底部から球形の胴部が立ち上がる。外面は

著 しく磨滅 してお り、底部側面から胴部下端にかけて指頭圧痕が多くみられるのみである。内面は胴
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第26図 各遺構出土遺物実測図 (S三 1/4)

部下半に縦位ハケ、胴部最大径付近に横位ナデが看取される。

礫集中部 3(第 27図・図版15)

第 3ト レンチ南端で検出した傑集中部である。幅120cm前後、厚 さ30cm前後を測 り、おおむね長径 2

0cIIlま での礫からなるが、南側では長径50～ 120cmの大ぶ りの礫が目立つ。礫層中に弥生時代後期後半

ごろの上器片を多く含む。大型の礫を含むものの、堆積状況に規則性。人為性は認め難 く、自然の営

力により形成 された礫集中部と考えられる。

4は鉢である。屈曲する胴部から日縁部が立ち上がり、日縁端部は平らな面を持つ。外面は磨滅 が

著 しく調整が不明であるが、内面には縦横のナデが看取される。また、内面の屈曲部にはヘラ状工具

痕がみられ、屈曲部以下の内面はヘラミガキ調整の可能性がある。全体に無文化 してお り、後期初頭

に位置づけられる。 5は高杯脚裾部である。やや外反 して広が り、裾端部はツマミ上げる。外面に縦

位 ミガキ、内面に横位～左上が リハケを密に施す。 6は器台である。体部はほぼ直立し、上方及び下

方は大きく屈曲する。外面は縦位 ミガキ、内面は上方を横位 ミガキ、下方を横位ハケにより調整す る

ほか、屈曲部の外面にわずかながら縦位ハケが看取できる。外面側から4方向 2段にスカシ孔を穿つ。

7～ 11は高イ脚部である。 7はやや長めで中空の脚柱部で、 3方向に円形スカシ孔を穿つ。外面 は

磨滅が著 しく調整は不明であるが、内面には成形時のシボジ痕が顕著に残 り、脚柱部下端にはシボ ジ

ざく|〒
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2.成願寺遺跡 (第 14次 )

1:2 5YR4/1黄 灰色砂質シル ト
2■ OYR5/2灰 黄褐色細砂
3:2と 同色同質
4■ OYR6/3に ぶい黄褐色微砂
5■ OYR5/3に ぶい黄褐色細砂
6■ OYR6/3に ぶい黄褐色砂
7■ OYR7/3に ぶい黄橙色細砂
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1:2.5Y6/3に ぶい黄色砂質土
2■ OYR5/3に ぶい黄褐色砂
3:2.5Y5/3黄 褐色砂質シル ト
4:2.5Y4/1黄 灰色砂質シル ト
5:25Y6/4にぶい黄色細砂
6:25Y6/4にぶい黄色微砂
7:25Y6/4にぶい黄色砂礫
8:2.5Y5/3に ぶい黄褐色砂礫
9:25Y5/3黄褐色微砂
10:2.5Y5/2暗 灰黄色砂質シル ト

0 00「

第27図 礫集中部 3平面図 (S三 1/40)

痕を消す横位ナデが看取できる。8は 7よ りやや短い中実の脚柱部で、3方向に円形スカシ孔を穿つ。

外面は縦位 ミガキ、内面はヨコナデで調整 され、成形時のシボリ痕跡を残さない。 9は短く中空の脚

柱部で、下方で大きく屈曲して脚裾部へ続 く。脚柱部上端の周囲に粘上を付力日して杯底部とする。外

面は縦位 ミガキ、内面はヨヨナデにより調整 されるが、内面は成形時のシボジ痕がごくわずかに残る。

10は開きの大きい中実の脚柱部で、下方でやや屈曲して脚裾部へ続 く。脚柱部上端の周囲に粘土を付

加 して杯底部 とする。外面を縦位 ミガキ、内面をヨヨナデにより調整する。11は ほぼ垂直にのびる短

い中実の脚柱部である。脚柱部と脚裾部の境 日付近に 3方向の円形スカシ孔を穿つ。外面はヘラミガ

キがみられず、ナデのみで調整する。邦部内面にはすデおよび縦位ハケがみられる。

12～21は壺・甕の底部片で、このうち12～20は底部が突出する形態を示す。 12。 13は甕の底胴部で、

いずれも平底である。 12は底部側面をユビオサエで成形 したのち、外面に右上がリタタキを施す。内

面はおおむねナデ調整であるが、ところどころ横位～左上がりのハケが看取できる。 13は外面に横位

タタキ、内面に放射状の板ナデがみられる。 14・ 15は壺底部か。 14は平底で、内外面とも磨滅が著 し

いが、外面に指頭圧痕、内面に左上が り方向の板ナデ痕がわずかに看取される。胴部は薄手である。

410
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15は底部縁辺をツマミ出す。器壁は厚手であるが胎土は砂粒を多く含んで粗く、底部側面～端面は磨

滅が著しい。外面に指頭圧痕、内面に左上がり方向の板ナデがわずかに看取される。16～ 18は甕底部

か。16は平底で、底部側面に指頭圧痕、底都～胴部外面に右上がり方向のタタキがみられる。内面は

縦位～右上がりのハケ調整を施す。内面は使用により黒化する。17は底都中央付近が段を持つて凹む。

外面に右上が り方向の目の粗いタタキ、内面に左上が り方向のハケが看取される。18は底部縁辺をツ

マミ出し、丁寧なユビオサエによつて形を整える。胴部外面もナデ調整 されるが、内面は磨滅が著 し

く調整は不明である。 19は三底部である。底部の突出が弱く、中央部に円形のくばみを持つ。全体に

磨滅が著しいが、外面に指頭圧痕、内面にやや強い縦位ナデがわずかに看取される。20は平底の甕底

部で、器壁は厚手である。内外面とも磨滅が著 しいが、外面に指頭圧痕、内面に放射状ハケが看取さ

れる。内面は使用により若干黒化する。21は小形壺の底部で、内外面とも磨滅が激 しく、指頭圧痕が

わずかに看取されるのみである。

22は皮袋形土器の底胴部か。底部はほとんど突出せず、中心付近が段を持つて凹む。胴部の立ち上

がりは回転体をなさず、皮袋形土器のようにラグビーボール状の胴部になると思われる。外面には指

頭圧やナデによつて調整され、内面には左上がり方向のハケが看取される。

遺物包含層出土遺物

Ⅱ-1層  23～ 30は第 1ト レンチから出土した。23は甕の口頸部である。球形の胴部に外反する日

頸部を接合 してお り、頸月同部界および口頸部上半に接合痕がみられる。頸胴部界は明瞭な稜を持つて

屈曲する。 口縁端は外下方へ若干ツマミ出す。胴部外面は右上が りの夕タキが明瞭に残 り、内面は横

位板ナデで調整する。口頸部は外面を左上がリハケで整えた後、内外面をヨコナデ調整する。24は小

形壺の底部～胴部である。やや突出する底部から球形の胴部が立ち上がる。胴部上半には接合痕がみ

られ、器壁は法量に比 して厚手である。外面は胴部下半に板ナデ、上半にわずかに縦位ハケがみられ

る。内面は胴部下半を横位ハケを施 した後に上半を横位ナデ し、頸月同部界には接合のための縦位ナデ

を施す。

25～ 27は甕・壺の底部である。25は底部の縁辺をツマ ミ出し、丁寧なユビオサエやナデにより形を

整え、接地部には面取 りを施 し平らな接地面を作る。内湾する胴部の外面は磨滅が著 しく調整不明で

あるが、内面は左上がりの板ナデを丁寧に施す。底部のほぼ半分 とその上部にかけて大きな黒斑がみ

られる。26は突出する平底の底部で、底部側面を指頭圧により丁寧に整える。やや内湾する胴部は内

外面とも磨滅が著 しいが、内面の放射状板ナデがわずかに看取される。27は突出して中央部が若干凹

む壺底部で、丁寧なユビオサエやすデにより形を整える。内面は使用により黒化する。

28～ 30は 高不脚柱部である。28は直立する中空の脚柱部で、器壁は厚い。外面は幅の狭い縦位 ミガ

キを密に施 し、内面には成形時のシボリ痕跡が明瞭に残る。29は中空の脚柱部で、器壁は薄く下に開

く。外面は磨滅が激 しく、面取 りの単位がわずかにうかがえる。内面は成形時のシボリ痕跡をヨコナ

デで消すが、わずかに消え残る。30は 29と 類似するが、磨滅 した外面に縦位 ミガキがわずかにみられ、

内面は横位ケズジによつてシボヅ痕跡を消す。脚柱部上端の周囲に粘上を付加 して郷底都とする。内

面は黒みを帯びる。

31～ 34は 第 2ト レンチから出土した。31は甕の口頸部である。口縁部下半は内湾 して立ち上がり、

上半は若干外反する。端部は丸くおさめる。内外面をヨコナデで調整する。32は壺の底部～胴部下半
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2 成願 寺遺跡 (第 14次 )
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3tr南端拡張区Ⅱ-1層

第28図 Ⅱ l層出土遺物実測図 (S=1/4)

か。底部は突出しほぼ平底であるが、中心付近に凹みを持つ。底部側面は指頭圧で整える。胴部外面

は磨滅するが、横位ハケがわずかにうかがえる。内面は縦位ナデにより調整する。33は小形壺の底部

～胴部下半である。底部は突出し、縁辺を若千ンマミ出して指頭圧やすデにより丁寧に整える。内湾

する胴部は内外面とも著 しく磨滅するが、内面に指頭圧痕の輪郭がわずかに看取される。34は 中空で

下に開く高郷脚柱部である。外面は縦位ヘラナデ後に縦位ヘラミガキで調整 し、内面はシボツ成形後

に脚裾部をヨヨナデ調整する。脚柱部 と脚裾部の境付近に円形スカシ孔が穿たれ、配置から4方 1段

になると思われる。脚柱部上端の周囲に粘上を付力日して杯底部を構成する。

35は第 2ト レンチ～第 3ト レンチ間の拡張区で出土した壺である。35は 口縁部～胴部最大径付近で

ある。球形の胴部から、緩やかに外反する長い頸部が立ち上がる。 口縁端部は丸く終わる。内外面と

も胴部から頸部下半にかけて横位～左上がりのハケを施 したのち頸部上半～口縁部をヨヨナデ調整す

る。

36～ 40は第 3ト レンチで出上した壺・甕の底部である。36は突出する底部の縁辺を強くツマ ミ出し、

丁寧なナデや指頭圧で整えて端部は丸くおさめる。やや内湾する胴部の外面には指頭圧、内面には放

射状の板ナデが看取される。37はやや突出する底部の中央が円形に凹む ドーナツ状を呈する。外面に

縦位板ナデ、内面に横位～左上がリハケが看取 される。38は突出する平底の壷底部か。側面を弱い指

頭圧により雑に整える。内面は放射状の板ナデが看取される。39は突出する底部の縁辺を若千ツマ ミ

出す。内外面は磨滅が著しく、外面に指頭圧、内面に放射状板ナデがわずかに看取される程度である。
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40は密底部か。突出する底部の縁辺をツマ ミ出し、側面および底面を強い指頭圧やナデで整える。全

体的に著しく磨滅 してお り、内面の調整は不明である。

41～ 44は第 3ト レンチ南端の拡張区で出上した。41は壺の頸部である。上端は大きく外反 して口縁

部に続き、下端は稜をもつて屈曲して胴部に続 く。頸胴部界付近に内面への粘土付力日があり、胴部の

成形後に頸部を接合 したことが うかがえる。頸部外面の下半に縦位ハケ、内面の大半に横位ハケで調

整 した後、上半の内外面にヨコナデを施す。42は高郷の郷底部～脚裾部上半である。下に開く中実の

脚柱部から大きく外反 して脚裾部に至る。脚柱都 と脚裾部の境に 3方 1段の円形スカシを穿つ。外面

は全面的に縦位 ミガキで調整 され、内面は穿孔以下にヨコナデを施すが、それより上部では成形時の

シボジ痕跡が残る。43・ 44は三・甕底部である。43は突出した平底の壺底部で、側面および底面を丁

寧な指頭圧やナデにより整える。胴部外面の調整は磨滅のためか不明瞭であるが、内面は縦位ナデが

看取される。44は突出する底部の縁辺をンマミ出し側面および底面を丁寧な指頭圧やナデで整える。

全林的に磨滅が著しく胴部外面の調整は不明であるが、内面には放射状板ナデが看取される。

Ⅲ層  45。 46は第 2ト レンチで出土した高郭である。45は郷部で内湾 して立ち上がる口縁部の外

面に 3条の凹線を施 し、口縁部端は内側ヘツマ ミ出して上端に平らな端面をもつ。体部外面は縦位 の

ハケおよびヘラケズジ、内面はナデを主体とするが一部横位ヘラミガキで調整 される。外面の凹線文

帯部分に籾圧痕がみ られる。46は脚部である。ほぼ直立する器壁の厚い中空の脚柱部から滑らかに屈

曲して脚裾部に至る。シボリ成形後に外面を縦位 ミガキ、裾部内面をヨコナデで調整する。また、脚

裾部端面は上下にツマ ミ出されて幅広の端面となり、そこに 2条の凹線文を有する。調整後に 2条 1

対の直線文を脚柱部 と郵部の境に 5単位、脚柱部 と脚裾部の境に 4単位施 して文様帯とし、後者の直

下に 3方向 1段の円形スカシを穿つ。脚柱部上端では、充填 された郷底部粘土との接合面に縦位ハケ

調整が看取される。

47～ 57は第 3ト レンチで

出土 した。47は 高郵杯部で

ある。内湾 して立ち上がる

口縁部の外面に 3条の凹線

を施 し、 口縁部端は内側ヘ

ツマ ミ出 して上端 に平 らな

面をもつ。体部外面は縦位

～左上が り方向のハケ、内

面はヨコナデを主体 として

一部横位ヘ ラ ミガキで調整

され る。 口縁部か ら体部上

半にかけての外面に黒斑 と

破裂痕 を、体部内面に籾圧

痕を有する。48～ 57は壺・

甕底部である。 48は 突出す

る底部の縁辺をツマ ミ出し、

＼
題 2
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第29図  Ⅲ層出土遺物実測図 (S=1/4)
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2 成願寺遺跡 (第 14次 )

側面および底面を丁寧な指頭圧やナデで整える。内面は磨滅するが、放射状板ナデがわずかに看取さ

れる。49は突出する平底の底部で、側面および底面を弱い指頭圧やナデで整える。外面に右上がリタ

タキ、内面に左上が リハケが看取される。また、内面は使用により黒化する。50は壺底部か。やや突

出する形態で、底部は中央部がわずかに凹む。外面に指頭圧痕、内面に放射状板ナデの工具痕が看取

される。51は奏底部か。突出する平底の形態で、内外面とも磨滅 して調整は不明瞭であるが、外面に

指頭圧痕がわずかに看取される。52は壺底部か。やや突出する平底の形態で、外面は磨滅 して調整が

不明瞭であるが、内面には放射状板ナデが看取 される。また、内面は使用により黒化する。53は壺底

部～胴部下端である。突出する平底の底部から、やや内湾する胴部が緩角度で立ち上がる。全体に磨

滅が及び、外面に指頭圧痕や板ナデエ具痕をわずかに見て取れるのみである。54は甕底部か。突出す

る平底の形態で、全面に磨滅を受けるが、内外面に板ナデエ具の痕跡がわずかに看取される。

55・ 56は第 3ト レンチ南端拡張区で出上した。56は高郷脚部である。ほぼ直立する中実の脚柱部か

ら緩やかに屈曲して脚裾部が広がる。脚裾部は内湾する形態で、器壁は薄い。内外面とも著 しく磨滅

しているが、外面に縦位ヘラミガキ、内面に左上が リヘラケズリがわずかに看取される。56は甕底部

である。突出する底部の縁辺をツマミ出し、側面および底面を指頭圧やナデにより整える。全体的に

磨滅が著 しいが、内面に放射状板ナデの工具痕がわずかに看取される。

Ш 。 ま とめ

今回の調査では、ホックリ塚古墳に極めて近接する位置での調査であったことから、同古墳に関わ

る遺構・遺物の検出が期待 された。 しかし、古墳に関わる遺構は全 く検出できず、遺物についても古

墳時代に属するものはごくわずかで、弥生時代中期末～後期後半と中世の遺物が大半を占める結果 と

なつた。古墳に関わる遺構・遺物がほとんど見 られない点をどのように解釈するかについては、今回

の狭小な調査区内での成果からは到底即断し得ないが、今後ホックリ塚古墳近傍で発掘調査をおこな

う際には、古墳に関わる遺構の存否について一層の注意を払 う必要がある。

弥生土器はロー ジングを受けたものが多い一方で、ほとんどロー リングを受けていないものも一定

数見られ、調査地より山側に当該期の集落域が広がっていたことが推定される。 (北 口聡人 )
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第 7表 出土遺物観察表 (1)

番号 器 種 色調 胎 土 焼成
法 量

残存率 調整・備考
口径・底径・裾径 器高(現存高)

1 播 鉢
Ⅳ

一火

密
(石英。長石多く含む)

良好 (315) (77) 口形融1/8
内外面ヨコナデ
日縁端部に自然釉

2 長頸壷
「5YR7/4
こぶい橙

密

(角 閃石・雲母含む)
良好 底径42 (115)

底部完存
月同吉Б1/2

外)縦位～左上がリハケ

内)指頭圧・ヨコナデ・左上がリハケ

3 壷
「5YR7/6
登

やや密
i石英。長石多く含む)

良好 底径38 (57)
底部完存
月同言「1/2

(外)調整不明
(内 )縦位ハケ・横位ナデ

4 鉢
10YR7/4
にぶい黄橙

密

(長石。雲母含む)
良好 休部 1/8

(外)調整不明
(内 )縦横位ナデ・ヘラミガキ?

5 高杯
「5YR7/4
こぶい橙

密

(長石・石英・雲母含む)

良 好 (裾径158) 裾 部 1/4
(外)縦位ミガキ
(内)横位～左上がリハケ

6 器 台
10YR5/2
仄黄褐

密

(長石・石英・雲母少し含む)

良好 (体部径76) 体部 1/4
(外)縦位ミガキ
(内 )横位ハケ・横位ミガキ

7 高イ
10YR7/6
明黄褐

やや狙
(長石・石英を少し含む)

や
好

や
良 脚柱部径4_8 脚柱部完存

(外)調整不明
(内 )シボリ・横位ナデ

8 高杯
10YR7/4
にぶい黄橙

やや密

(長石・石英含む)

や
好

や
良 脚柱部径4.6 (741 脚柱部完存

(外)縦位ミガキ
(内 )ヨコナデ

9 高イ
10YR6/4
にぶい黄橙

やや粗
(長石・石英・雲母含む)

良好 脚柱部径45 脚柱部完存
(外)縦位ミガキ

(内 )ヨコナデ

高邦
「5YR7/6
登

やや粗
(長石・石英わずかに含む)

良好 脚柱部径4_6 脚柱部完存
(外)縦位ミガキ
(内 )ヨコナデ

11 高 邦
10YR6/4
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英含む)

良 好 脚柱部径40 脚柱部完存
脚部内外面ナデ
不部内面ナデ・縦位ハケ

甕
10YR6/3
にぶい黄橙

やや粗
(長石・石英・雲母含む)

や
好

や
良 底径40 底部完存

(外)右上がリタタキ
(内)横位～左上がリハケ

13 甕
2_5YR6/6

瞳
密

(長石・石英含む)

良好 底径38 底部完存
(外)横位タタキ
(内)放射状板ナデ

14 と霊
５Ｙ
橙

やや粗
(石英。長石含む)

や
好

や
良 底径35 (33) 底部1/3

(外)指頭圧
(内)左上がり板ナデ

重 ?
10YR5/2
灰黄褐

粗
(石英。長石多く含む)

やや軟 底径47 (32) 底部完存
(外)指頭圧

(内)左上がり板ナデ

甕
10YR6/4
にぶい黄橙

やや密
(石英。長石多く含む)

や
好

や
良

底径44 (27) 底部完存
(外)指頭圧・右上がリタタキ
(内)縦位～右上がリハケ

甕
10YR4/1
褐灰

やや密
(長石・石英含む)

良好 底 径 47 底都完存
(外)右上がリタタキ
(内)横位～左上がリハケ

甕 ?
5YR6/4
にぶい橙

密

(長石・石英・雲母含む)

良好 底径86 底部完存
(外)指頭圧・ナデ

(内)調整不明

重
7 5YR7/6

橙

やや密
(長石・石英含む)

良好 底径39 (25) 底部完存
(外)指頭圧

(内)縦位ナデ

甕
7 5YR7/6

橙
密
(長石・石英少し含む)

良好 底径50 底 部 3/4
(外)指頭圧

(内)放射状ハケ

小形重?
7_5YR7/6

橙
やや粗
(長石・石英多く含む)

やや軟 底径26 底部完存 指頭圧痕

形

？

袋

器

皮

土
7 5YR6/4

にぶい橙
密
(長石・石英わずかに含む)

良好 底径40 底部完存
(外)ナデ・指頭圧
(内)指頭圧・左上がリハケ

甕
５Ｙ
橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好
日縁1/4

肩部1/2

(外)右上がリタタキ・左上がリハケ・
ヨコナデ
(内)横位板ナデ・ヨコナデ

小形壺
7 5YR7/4

にぶい橙
密

(長石・石英わずかに含む)

良好 底径36 底部1/2

胴部1/4
(外)右上がり板ナデ
(内)横位ハク・縦横ナデ

甕
7 5YR7/4

にぶい橙

やや密
(長石・石英含む)

良好 底径42 底部完存
(外)指頭圧・ナデ

(内 )左上がリハケ

甕
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(長石・石英含む)

良好 底径38 (27) 底部完存
(外)指頭圧

(内)放射状板ナデ

壼?
５Ｙ
橙

密
(長石・石英含む)

良好 底径40 底部完存 指頭圧痕

高イ
５Ｙ
橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 脚柱部径30 脚柱部1/2
(外)縦位ミガキ

(内 )シボツ

高 邦
5YR7/6

橙
密 良好 脚柱部径86 脚柱部 1/2

(外)板ナデ?

(内 )シボリ・ヨコナデ

高 郭
7 5YR7/6

瞳
粗

(石英 。長石わずかに含む)

やや軟 脚柱部径38 脚柱部上半
(外)縦位ミガキ
(内 )横位ケズリ
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2.成願寺遺跡 (第 14次 )

第 8表 出土遺物観察表 (2)

番 号 器種 色 調 胎 土 焼成
法 量

残存率 調整・備考
日径・底径・裾径 器高(現存高)

甕
5YR6/6
橙

密
(石英・長石多く含む)

良好 (100) (31) 日縁 1/2 ヨコナデ

讐霊
10YR7/4
にぶい黄橙

密
(石英。長石含む)

良好 底径41 (46) 底部完存
i外 )横位ハケ・指頭圧
1内 )縦位ナデ

重
10YR8/2
X白

やや密
(長石・石英わずかに含む)

やや
良好

底径38 (48) 底部完存 指頭圧痕

高郷
「5YR7/4
こぶい橙

密
(雲母をわずかに含む)

良好 (脚柱部径38) 蜘柱部1/3
1外)ヘラナデ後ヘラミガキ
t内 )シボリ・ヨコナデ

長頸重
F5YR7/6
遊

密
(雲母をわずかに含む)

良好 (88) 192) 口縁部 1/5
(外)横位～左上がリハク・ヨコナデ

(内)左上がリハケ・ヨコナデ

甕
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(雲母をわずかに合む)

良好 底径44 (37) 氏部1/2
(外)ナデ・指頭圧
(内 )放射状板ナデ

甕
10YR 7/4

にぶい黄橙
密
(長石・石英を少量含む)

良好 底径 40 (26) 重音Б1/2
(外)縦位板ナデ
(内 )横位～左上がリハケ

壼?
7 5YR6/6

橙
密 良好 底径4.7 (23) 甍部完存

(外)指頭圧
(内 )放射状板ナデ

甕?
5YR6/6
橙

やや粗
(長石・石英を多く含む)

やや
良好

底径40 (27) 底部完存
(外)指頭圧
(内 )放射状板ナデ

甕 ?
10YR 7/2

にぶい黄橙
粗
(長石・石英含む)

やや軟 底径44 (21)
底部ほぼ完
存

1外)指頭圧

1内 )調整不明

壼
5YR7/6
橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (頸部径108) (45) 頸部 1/4
i外漸雖上ハケ・ヨコナデ
1内)横位ハケ・ヨコナデ

高イ
7 5YR6/4

にぶい橙

やや密
(長石・石英含む)

やや軟 脚柱部径50 (82) 脚柱部完存
外)縦位ヘラミガキ
内)シボツ・ヨコナデ

重
10YR6/8
にぶい黄橙

密
(長石わずかに含む)

良好 底径39 (27) 底部完存
1外 )指頭圧
i内 )縦位ナデ

甕
7 5YR6/4

にぶい橙
やや密
(石英・長石少量含む)

良好 底径 41 (23) 底部完存
1外 )指頭圧
1内 )放射状板ナデ

高イ
7 5YR7/4

にぶい橙
やや密
(石英。長石含む)

良好 (232) (61) 郷部1/4
(外)縦位ハケ・縦はヘラクスリ・ヨコ

ナデ
イ内Ⅲョョナデ・構位ヘラミガキ

高郵
10YR7/4
にぶい黄橙

やや密
(石英。長石含む)

良好 裾径 108 (13,7)
裾部1/2

脚柱部完存
t外)維位ヘラミガキ
t内 )シボリ・ヨコナデ

高邦
7 5YR7/4

にぶい橙
密

(石英・長石含む)

良好 (24_6) 日縁部 1/4
(外油部ン ケヽ・ヨコナデ
(内 )ヨ コナデ・横位ミガキ

甕
10卜FR6/4

にぶい黄橙
密
(石英・長石含む)

良好 底径40 底部3/4
(外)指頭圧
(内 )放射状板ナデ

49 甕
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(石英。長石含む)

良好 (底径46) 底部1/3
(外)指頭圧。右上がリタタキ

(内 )左上がリハケ

亘三?
7 5YR7/6

橙

密
(石英・長石わずかに含む)

良好 底径3.1 (21) 底部完存
(外)指頭圧

(内)放射状板ナデ

甕
10YR7/4
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英多く含む)

やや
良好 底径47 (20) 底部完存 指頭圧

壷 ?
7 5YR7/6

橙
密
(長石・石英含む)

良好 (底径44) (20) 底都 1/2
(外)指頭圧
(内 )放射状板ナデ

壷
10YR6/4
にぶい黄橙

密
(長石・石英わず力ヽ こ含む)

良 好 (底径40) (28) 底吉卜1/4
(外)指頭圧・板ナデ

(内 )調整不明

甕 ?
7 5YR7/6

橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (底径50) (35) 底部1/4 板ナデ?

高 邦
7 5YR7/8

黄笹
粗
(長石・石英多く含む)

やや軟 脚柱部径29 (56) 脚柱部完存
1外 )縦位ヘラミガキ

i内 )左上がリヘラケズリ

甕
7 5YR7/6

橙

やや粗
(長石・石英多く含む)

やや
良好

底径30 (27) 底部完存
1外 )指頭圧
1内 )放射状板ナデ

刀
牡



3.願興寺跡

I.調査 の契機 と経過 悌 30図 )

今回の調査は、天理市北部の和爾町における」Aラ イスセンター建設に伴う調査として実施したもの

である。調査対象地は古代寺院である願興寺の推定寺域内に位置し、寺院に関わる遺構の存在が予想

されたため、埋蔵文化財の記録保存を目的として発掘調査を行なった。

調査は対象地内に12m四方の調査区を設定し、重機によって造成上及び耕作土を除去したのち、人

力掘削に移行した。現地では平成18年 7月 31日 に作業を開始し、同年8月 16日 に全ての作業を終了し

た。なお、遺構等の実測に際しては日本測地系による国土座標を使用している。調査面積は144だで

あつた

Ⅱ.調査 の概要

1.基本層序 (第31図 )

今回の調査地における基本層序は以下の通りである。

調査地周辺の現地表面をなす造成上面は標高101.6m前 後である。造成上は厚さ200cIIl前 後に及ぶ非
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3.願 興寺跡

常に厚いもので、これを除去すると部分的に灰色砂からなる耕作土 (I層・厚さ5～ 10clll)がみられる

が、調査区の大半では遺物包含層 (Ⅱ 層)が現れる。 Ⅱ層は黄褐色～黄灰色のシル トからなり、厚 さ

最大35cmを測る。Ⅱ層を除去すると、にぶい黄色の粘土からなるⅢ層が調査区全面に現れ、この層の

上面で律令期の遺構を検出した。検出面の高さは99.3～99.7mを測る。

2.主な遺構 と遺物 (第31図・第32図 )

Ⅲ層上面において、掘立柱建物跡 1基、溝 3条、ピント多数を検出した。

掘立柱建物SBl

調査区中央付近で検出した据立柱建物跡である。桁行 3間 (約4.5m)、 梁間 2間 (約3.Om)で 、柱

間は1.3～ 1.8mを測る。建物主軸はN36.5° Wで、柱掘方は直径約40～50cmの不整円形を呈するが、

南西隅柱のみ一辺60～ 65clll前 後の不整方形 となる。深 さはややばらつきがあるが、検出面から20～ 40

cmを測る。柱穴からは、律令期の土師器・須恵器の細片がわずかに出土する。

溝SDl

調査区北東側で検出した溝である。走向はN51.6°  Wで、幅約20～ 35clll、 検出面からの深さ約15～

20clllを 測る。長 さ約6.8m分を検出したが、両端とも調査区外へのびる。調査区東端付近で溝SD2を切

99 8

X=-152505

X=-152510

Φ
Φ
　
∞

第31図 調査区平面図・断面図 (S=1/100)
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る。

1は須恵器郵蓋のツマミ部である。扁平なツマ ミを不蓋天丼部に貼 り付ける。 2は須恵器壺の底部

か。底胴部を成形 したのちに断面方形の高台を貼 り付ける。高台端面は強いナデにより弱い凹面状を

呈する。内外面にロクロナデ調整を施すが、底部外面は成形時のヘラキリの痕跡が明瞭に残 り、未調

整である。底部内面には灰降着が認められる。

SDlではこのほかに、風化の激 しい平瓦片 1点が出上している。

溝SD2

調査区北東側で検出した溝である。走向はN38.0°  Wで、幅約90～ 100clll、 検出面からの深さ約20

clllを 測る。長さ約4.6m分を検出したが、両端 とも調査区外へのびる。調査区東端付近で溝SD lに切 ら

れる。SBlと おおむね方向が合い、建物 と何 らかの関係を持つ可能性もある。

3は須恵器郵 Bの底部か。底部～体部を成形 したのち、断面方形の高台を貼 り付ける。内外面にロ

クロナデ調整を施すが、底部外面は成形時のヘラキジ痕跡が明瞭に残 り、未調整である。 4は土師器

甕の口縁部～胴部上半である。全体に磨滅するが、日頸部にヨコナデおよび指頭圧痕、胴部には横位

～右上がりのナデが看取される。日縁部内面は使用により黒化する。

SD2で はこのほかに、移動式カマ ドの破片や花商岩製の不明石造物、混入遺物ではあるがサヌカイ

ト製のスクレイパーが出土 した (図版19)。 不明石造物は上面。前後面の三面が残 り、横から見ると上

面は上向きの弧状を呈する。スクレイパーは、原礫面を残すサヌカイ ト剥片の一辺に調整剥離を加え

て刃部を作る。

溝SD3

調査区北東側で検出した溝である。走向はN46.5C Wで、幅約40cm、 検出面からの深 さ約 15clllを測

る。長さ約1.3m分を検出したが、両端とも調査区外へのびる。

5は須恵器杯Aの底部～体部下端か。成形後に、内面および月同都外面にロクロナデを、底部外面に

回転ヘラケズジを施す。

土坑SKl

調査区中央やや北西側で検出した土坑である。長軸約 1 20clll、 短軸約 90clllの 不整楕円形を呈し、検

出面からの深さ約60cmを測る。建物軸線 と、対向する側柱同士を結ぶ線の交点に位置することから、

SBlに関連する土坑になる可能性がある。出土遺物に実測可能な破片はないが、律令期の上師器・須恵

器の細片が多数出土する。

ピットP18

調査区北端で検出したピットである。大半をSDlに切 られ、直径・深さ等は不明である。

6は須恵器不 Bである。体部・口縁部は直線的に立ち上が り、日縁端部は丸くおさめる。成形後に

断面台形の高台を貼 り付ける。

遺物包含層出土遺物

7は須恵器不 B底部か。成形後に断面隅丸台形の高台を貼 り付ける。内面および体部側の外面をロ

クロナデで調整する。底都外面にはヘラキリ痕跡が明瞭に見られ、未調整であり、調整時の工具圧痕

が看取される。

8は青磁椀の底部か。肖Jり 出しにより断面長方形の高台を作 り、表面調整はおおむねケズジによる
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3 願興寺跡
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第32図 出土遺物実測図 (S=1/4)

と思われる。見込み部 と体部の境に段を持つ。内面および高台外側 にはオ リーブ灰色の釉薬がかかる。

9は 自磁椀の底部～体部下半である。成形後に断面隅丸方形の高台を貼付け、底部内外面にナデを

施す。底部の中心付近は強い回転ナデにより円錐形に突出する。体部以上には白色に施釉され、平ら

に面取りされており、体部は多角形状になるものと思われる。

Ⅲ 。 ま とめ

今回の調査では、小規模な掘立柱建物や溝などの遺構を確認 した。これらの遺構からはおおむね奈

良時代前後の遺物が出上してお り、調査地周辺に存在が想定される願興寺の存続時期 と一致する。今

回の調査地の東側に隣接する農道敷設に伴 う奈良県立橿原考古学研究所の調査 (和爾遺跡第 3次調査E

区)では遺構が全 く検出されておらず、調査地付近が願興寺寺域の中でどのような位置を占めていた

かについては、今後の調査の進展をまつて改めて検討 していく必要がある。その際には、SD2で移動

式カマ ド破片が多数検出されている事実も、重要な意味を持つてくる可能性があろう。

また、包含層に中世段階の遺物をも含み、建物を形成 しない小ピットの中に中世段階の羽釜の小片

を含むものもあることから、願興寺廃絶後の中世においても、寺とは別になにがしかの活動が行なわ

れていたことが推測できる。 (北 日聡人 )

第 9表 出土遺物観察表

番 弓 離
離

器 種 色 調 胎 上 焼成
法 量

残存率 調整・備考
日径・底径 or裾径 器 高(現存 高 )

1 SDl 蓋 N7/0万疋白
やや粗
(長石含む)

良好 ツマミ径31 ツマミ部 ロクロナデ・指頭圧

2 SDl と
こ N6/0灰

密
(長石わずかに含む)

良好 (高台径62) 底部1/4 ロクロナデ

3 SD2 郷 B N5/0灰
密
(長石・石英含む )

良好 (高台径96) 底 部 1/3 ロクロナデ

4 SD2 甕 2 5YR6/6橙 倣

(長石・石英多く含む)
良好 (19つ (541 日縁部1/[ ヨコナデ

5 SD2 祭A N7/0万疋白
密

(長石含む )

良好 底 部 ロクロナデ・回転ヘラケズリ

6 郭 B N7/0万戻白
密
(長石含む)

良好 底部 1/4 ロクロナデ

7 Ⅱ層 イB N7/0灰 白
密

(長石含む)

良好 (高台径124) 底部 1/5 ロクロナデ・ナデ

8 I層 宛
25Y6/1
オリーブ灰色

密 良好 高台径46 底部完存 回転ヘラケズリ

9 Ⅱ層 苑 5Y8/1灰 白 密 良好 高台径3.4 底部 1/2 面取り。ロクロナデ
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4.平等坊・岩室遺跡 (第29次 )

I.は じめに

1,遺跡の概観

平等坊・岩室遺跡は、天理市平等坊町および岩室町一帯に所在する弥生時代を中心とした大集落遺

跡である。地理的には奈良盆地東部山麓の谷筋から派生して市内中央部を西流する布留川によって形

成された扇状地下方に展開する沖積平野上に立地してお り、水利に恵まれ農耕に適 した土地条件によ

り集落の定着と拡大が進んだ集落となったことが考えられる。

当遺跡の範囲については、これまでの発掘調査や分布調査により東方のヒライ池付近から現在の岩

室町の村落付近までおよぶことが知られ、東西約400m、 南北約600mの規模 と推定されている。

これまでに遺跡北半部を中心に30数次にわたる発掘調査が実施 され、その調査成果から弥生前 。中

(荒 蒔)束 池

呻 |

慣

‥

一‐

第33図 調査地と既往の調査地点 (第29次調査まで)
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4 平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

。後期の全期間を通 じて集落の周囲に大溝を巡 らす環濠集落であることも確かめられており、奈良盆

地東部における拠点的な集落として評価されている。

また、弥生後期後半頃には集落北東部の微高地上に一辺約30m規模の方形区画が形成 され、環濠内

部に特定の区画が出現することも確認 されている。こうした方形区画の出現により、集落内における

首長階層の誕生が予想 され、続 く古墳時代に向けての社会変革を示す現象として理解できる。以前の

第 8次調査地 (青木1996)で は、この方形区画を囲む大溝より弥生後期後半から古墳前期の上器が多量

に出土してお り、数度にわたる再掘削が見られることなどからも継続的に機能 していたことが確かめ

られている。 しかしながら、区画内部に該当する地点での調査の機会に乏しく、予想 される首長居宅

としての在 り方を検証、特定するには至っていないのが現状である。いずれにせよ、弥生後期末から

古墳前期にかけての時期に平等坊・岩室遺跡が周辺地域を含めた小地域圏の中枢 となる集落となつて

いたことを示すものと思われる。

2.周辺の遺跡

当遺跡の周辺では、北東に縄文晩期の突帯文土器や弥生中期の方形周溝墓が検出された前栽遺跡や

古墳前・中期の玉作 り関連遺物が出土した九ノ坪・シマダ遺跡、東方に縄文時代から中世に至る複合

遺跡の布留遺跡があり、南西には弥生時代の大規模環濠集落として著名な唐古・鍵遺跡や多くの絵画

土器や銅鐸形土製品の出上した清水風遺跡がある。弥生 。古墳時代の小規模な集落遺跡はほかにも幾

つか知 られているが、近年の京奈和自動車道関連の調査により新知見が多く得 られている。また、西

北には古墳中・後期の集落である小路遺跡があり、近接 して星塚古墳や荒蒔古墳など後期古墳も存在

する。なお、同時期の古墳は当遺跡の範囲内にもあリヒライ池西北岸の岩室池古墳が知 られている。

Ⅱ.調査 の契機 と経 過

1.調査の契機

今回の調査は、岩室農住組合による民間の土地区画整理事業に伴 う事前の発掘調査として実施 した。

開発計画対象地の周辺においては、近年よリマンション建設や宅地造成等の開発を原因とする発掘調

査が頻発 したこともあり、それらの調査成果からも当該調査地では当初より弥生環濠集落内部の集落

域に該当してお り、区画溝や 自然河道等の周辺検出遺構群との連続性の確認等、当遺跡の集落構造に

関する新知見を得ることが予想 された。

2.調査の経過

調査では、対象地内の造成計画における街路部分の総面積を対象面積 として調査区の設定をおこな

い、当初には調査対象区域の北東寄 りに南北15m、 東西50mの長方形を成す調査区を設けて発掘調査

を進行 した。本来ならば区画内における街路占有地を対象に複数の トレンチ調査区を設定して調査を

進めるべきであつたが、調査期間、経費等の制約から時間短縮、作業効率向上の都合を考えて面的な

拡がりを見るために lヶ 所の大調査区を設定することにした。そのため、調査区の配置に当たつては、

周辺における既往の調査成果を追認可能な地点に集約するかたちで設定するに至った。

その後、調査の進行状況に従い、調査地の北、南東、北東の一部に補足的な トレンチ調査区等を追

加
仕



各調査区の配置と地区割 (S=1/500)

東壁南端付近の土層断面

第34図 調査区平面図・土層断面の状況

北壁 (4・ 5区付近 )土層断面 東壁土層断面

南壁 (1・ 2区付近 )土層断面



4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

加、拡張し、広大な敷地内における遺構分布 と原地形等の確認に努めた。

現地における発掘調査は平成18年 10月 10日 から開始 し、平成 19年 2月 11日 にすべての調査にかかる

作業を終了した。なお、調査期間中の後半においては調査成果についての記者発表および現地説明会

(平成19年 1月 20日 )を実施 し、市民に向けての成果公表にも努めた。

総調査面積は北拡張区 (南北3m×東西10m=30だ)お よび南東拡張区 (3 mttX20m=60∬ )、 その他

の拡張箇所を含めて860だであつた。

Ⅲ。調査の成果

1.基本層序

当調査地における基本層序は、調査区東壁および南壁の上層断面をもとに概ね以下に示 したような

状況となっていた。

第 I層    暗褐色砂質土 (耕作土)。 層厚0,2～0,3mで調査地全域に拡がる近年までの耕作土で

ある。

第Ⅱ層    にぶい黄褐色砂質土 (床土)。 層厚0.2～ 0.3m。 耕作土直下の水田・畑の床土相当層

である。

第Ⅲ層    淡褐色砂質土 (中 。近世遺物包含層)。 現地表下0.5m前後の深度で遺存する中世以降

の遺物包含層である。層厚0.2mと 薄く堆積する。

第Ⅳ層    灰褐～暗褐色砂質土・砂混 じり粘質土 (弥生～古墳時代遺物包含層)。 調査区の北東か

ら南西の方向にかけて分布する遺物包含層である。現地表下0.6～ 0。 8mに遺存 し、

上下層に分層可能であつた。上部では弥生中・後期～古墳前・中期の上器類が多く

出土するが、地山面直上の低地のみに分布する下部の堆積層では弥生前期の土器片

が主体となっていた。

第V層    黄橙～黄灰色微砂・シル ト・粘土 (地山)。 上部は安定した基盤層を成 し、北東方向

に向かつて安定度を増す状況を呈した。

調査地内においては、上面全体として北東方向からの第V層 (地山)による安定基盤層が南西方向

に向かい緩やかに下降する緩斜面様の地形上に該当するようである。そのため、特に調査区北東側で

は中世以降の農地化による削平がおよぶ状況を呈 し、ここでは第 I層 (耕作土)・ 第Ⅱ層 (床土)およ

び第Ⅲ層 (中 。近世遺物包含層)の直下において第V層の地山面が見られ、第Ⅳ層 (弥生～古墳遺物包含

層)の欠落が見られた。そのため、この付近では第V層上面に標高51.8m付近の高さにおいて弥生中

期以降中 。近世までの長期間にわたる遺構が重複 して検出されている。

調査区全林としては、第Ⅳ層上面検出の中・近世遺構群を除いては検出遺構の多くが第V層上面検

出の弥生前期～古墳前 。中期遺構群で占められる状況を呈していた。

2.主要な遺構 と遺物

今回の調査地では、弥生前期から古墳前・中期に至る時期にかけての多くの遺構 と遺物の存在が確

認 されている。また、調査区北東部の第V層 (地山)上面および拡張区を含めての調査区全域におい

て第Ⅳ層 (遺物包含層)の上面より中・近世の遺構面も検出してお り、出土遺物量もコンテナ1000箱近
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弥生前期～中期初頭。前半の主要遺構

SD201中央部の遺物出土状況 (西から)

=エ ム
礁

警 睫 言 |

SD201(北西から)

募

機 ミ

'

‐ p/
メ́ンr

SD204検出時および完掘状況 (東から)

SK120(南西から)と土層断面 aヒ東から)

第35図  弥生時代前期～中期初頭・前半の主要遺構
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

＼こへ十一t万ノ″
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第36図 土坑SK120`SK140出土遺物実測図 (S=1/4)

SK120
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SK145

SK127

第37図  土坑SK145。 SK127出 土遺物実測図 (S=1/4)

くに及ぶほどであった。

ここでは、各時期別の主要遺構の概観のみ記すことにし、遺物についても実測図の晃示のみに留め

ておくものとするため各遺構の時期検討のための参考にされたい。

(1)弥生前期～中期初頭 。前半の遺構

平等坊 。岩室遺跡における集落の初現となる弥生前期の遺構では、自然河道NR201、 溝SD201・ SD20

4、 土坑SK120。 SK127・ SK140。 SK145な どが検出されている。いずれも第V層 (地山)上面において上

部を削平され浅く遺存するもので占められていた。また、調査地が当遺跡における安定基盤層の拡が

りを見る微高地近辺に該当したためか、本来は弥生前期の小集落の展開が見られたことが考えられ、

遺物包含層中や上面に重複 した弥生前期以降の遺構埋土にも弥生前期まで遡る土器片等の遺物混入が

顕著であつた。

自然河道NR201は北東から南西 。南方にかけて斜行、蛇行する河川跡である。北拡張区および調査

区 4・ 5区でのみ部分的に完堀 したが、埋土下部の砂層堆積より若干の弥生前期土器片が出上してい

るのみである。上部では弥生中期前半頃の上器片も出上してお り、その間に機能 した河サllで あること

質
υ



4.平 等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

第38図 溝SD201出 土遺物実測図 1(S=1/4)
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4・ 平等坊 .岩 1室鷺跡 (第20次 )

第40図 HSD204出 上遺物実測図S― l./4j
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弥生中期～古墳前。中期遺構の混入品

第41図 他の遺構埋土に混入した弥生時代前期遺物実測図(S=1/4)

が知 られた。この河道に平行するように幅の狭い小河サ||であるNR202も 検出されているが、埋土は砂

層のみで遺物も同様に前・中期土器の小片のみ出上している。

溝SD201は調査区中央で検出された北西～南東方向の溝である。残 りは浅く、深 さは0.3m前後であ

つた。低地へと移行する溝の南端は上部の削平のためか途切れて しまっていた。調査区南東隅付近で

検出の溝SD204は両端が途切れるものの、東西方向の溝であると思われる。検出時には多くの上器片

が列を成す状況を呈 した。

土坑は総数 4基以上が確認 されている。いずれも精円形あるいは隅丸方形の平面形を成す土坑で 占

められていた。先述の溝SD201に平行する方向性のある土坑が多 く、時期についてはともに前期前半

頃まで遡る。溝 と土坑の関係については不明であるが、SK140の ように溝内に収まる土坑も見られ る

ため同時期性も考慮すべきかと思われる。

(2)弥生中期後半～後期初頭 。前半の遺構

当遺跡の弥生集落の発展が見られた弥生中期以降の遺構では、自然河道、溝、土坑、竪穴住居、柱

穴等がある。

自然河道は調査区内の 2箇所で検出、確認 されている。NR203は 、南東拡張区の南端で北岸のみ を

確認 した河道である。やや北西に向く大きな流路であり、川底のまで約 2m近く下がる深さであつた。
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4 平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

弥生中期後半～後期初頭・前半の主要遺構

＼
＼

≡
　

　

一一
一

´

5B201(西から)

弥生中期後半～後期初頭・前半の主要遺構
(南東拡張区 )

S3201土層断面 (南拡張区西壁)

NR203土層断面 (南拡張区南端西壁)

第42図 弥生時代中期後半～後期初頭 。前半の主要遺構 (1)
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区画溝SD101(西から)

調査区北東に巡る区画溝SD101(北西から)

区画溝SD101土層断面 (東から)

直線的な区画溝SD102(南から)
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猛
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・

区画溝SD102土層断面 (北から)

区画溝SD101(南拡張区・北から) 溝SD101に平行して巡る区画溝SD103(西南から)

弥生時代中期後半～後期初頭 。前半の主要遺構 (2)第43図
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4.平等坊・岩室遺跡 (第29次 )
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第44図  自―然河潮 貶03出土遺物実測図 1(S三1/4)
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NR203

第45図  自然河道NR203出 土遺物実測図 2(S=1/3)
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4 平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )
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SD101

第46図 溝SD101出 土遺物実測図 (S=1/4)

埋土は下半のほとんどが砂 と粘土の互層堆積であり、弥生中期後半～後期初頭の多くの上器片 ととも

に石器類、少量の本製品等が出土している。特筆すべき遺物 としては、当遺跡で初めて出上が確認 さ

れた装飾性に富む分銅形土製品がある。また、剣形木製品のような祭祀遺物も出上している。調査区

南西隅検出の不明遺構 としたSX201で も北岸の一部のみを確認 しているが、埋土も下半が同様の砂、

粘上の互層 となっていた。これらの河道では出土土器に中期末～後期初頭の間で若干前後に重複する

ものの、平等坊・岩室弥生集落の中央部を西流する同一の河川 と考えられるものである。
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4-.平等坊■岩室遺跡 (第294)

0              10Cm

0                                20om

SD1 02

0                      20cm

一２

0                               206m
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Eと 167

①
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第48B ttSp102‐ 住,唐翻201出上遺物案測図(上器学1/4‐ 石器s=1/8j
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多
多

SX201

第49図  自然河道SX201出 土遺物実測図 (S=1/4)

溝では断面V宇形を呈する区画溝的なもののみ 4条を検出している。調査区北東の安定基盤から成

る微高地の縁辺を多重に巡るように掘削された区画溝SD1 01・ SD103では、いずれも埋土上半の堆積層

中に弥生中期末～後期初頭 。前半までの上器が出上してお り、弥生中期後半～末には機能 していたも

のと思われる。また、これ らの弧状に巡る区画溝に先行する南北方向の溝SD102・ SD1 05も 平行 した位

置関係で確認 されている。溝SD1 02は 、北拡張区において前述のSD103と の重複関係が見られ、明らか

に時期的に先行する溝であつた。遺物は中期後半～末にかけての土器片がわずかに出土している。調

査区南辺のSD105も 上部を重複 した中 。近世東西区画溝に著 しく破壊されてはいるが、埋土からは微

細な弥生土器片が見られた。

当該時期の上坑では、明確に上器等の出上が顕著なものは見 られなかったものの、調査区の西半付

近のみに幾つか検出されている。調査中に土坑として掘削したものの中には大型の柱穴となるもの も

見られたが、建物を想定復元できたものは 1棟のみであつた。大型柱穴となるものでは直径あるいは

一辺が lmを超える平面規模のものが多く、柱根は残 らずに抜取 り痕が観察されるものばか りであつ

た。大型柱穴SK123、 長方形土坑SK125で は掘 り方埋土より中期後半～末の上器片が出土している。
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

弥生後期後半～古墳前。中期の主要遺構

SKl16(北拡張区・南から) SX202木材 (南から)

SKl19(東 から)

第50図  弥生時代後期後半～古墳時代前・中期の主要遺構 (1)
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SK103土層断面 (調査区北壁)
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5K104(引 ヒん`ら)

評
一一転

古墳前・中期の土坑群 (呵 h｀ら)

騨 ミ
=▼

1督韓

焼土坑SKl17(南 から)

河岸の上器集積遺構 (南西から)

SK135(東 から)

.:・ 気

土器集積遺構土層断面 (西から)

第51図  弥生時代後期後半～古墳時代前・中期の主要遺構 (2)

SK135土層断面 (西から)
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

NR101土層断面 (南から)

NR101土層断面 (東から)

NR1 01土層断面 (西から)

NR101違物出土状況 (5区。東から) NR101遺物出土状況 (8区・北西から)

NR101遺物出土状況 (6・ 7区。東から) NR101土層断面 (4・ 5区。南から)

第52図 弥生時代後期後半～古墳時代前 。中期の主要遺構 (3)
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南東拡張区では円形竪穴住居SB201を 検出している。西半の一部を欠 くもののほぼ良好な状況で確

認 した住居跡である。径約 4mの規模を示 し、周縁には壁溝が巡る。遺物は中期後半の上器片を主体

に出土するがほとんどが小片であった。ほかには周壁溝より上器片利用の上製円盤 と石鏃が出土して

いる。概ね中期後半の住居と考えられる。

(3)弥生後期後半～古墳前・中期の遺構

当遺跡において、弥生環濠集落の終焉を迎えた弥生後期後半以降の遺構では自然河道 と多くの土坑

(井戸)が見られた。

SKl16

第53図 土坑SKl16・ 柱穴SK125出 土遺物実測図 (S三 1/4)

SK125
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29久 )

SKl19上層土器群
o                                         20cm

第54図 土坑SKl19出 土遺物実測図 1(S=1/4)

土坑SKl1 6は北拡張区において検出され、区画溝SD101の東辺に重複 して掘削されたほぼ円形の上坑

である。上坑SKl19は長円形の平面形を呈する素掘 り井戸状の上坑である。検出時より用途不明木製

品とともに多量の完形土器が投棄 された状況が見られた。上面 。上層から中・下層までに多くの上器

が見られたが、間層を挟み底面直上では完形、ほぼ完形の直口壺が 2点のみ出土している。ほかにも

弥生後期後半の遺構では、調査区中央南辺付近で九太材を下面に据えた落ち込み状土坑SX202が あり、

自然河道NR101の蛇行部南岸辺に取 り付 くように設置されている。
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第54図 土坑SKl19出 土遺物実測図 2(Sこ 1/4)
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

SKl19最下部上器

第56図 土坑SKl19出 土遺物実測図3。 SX202出土遺物実測図(Sこ 1/4)

上坑SK103。 SK104・ SKl18は いずれも古墳前期初頭～前半の上坑である。古墳前期後半～中期の土坑

には、鍬形石を埋納 した土坑SK108や SK1 35が ある。SK135は古墳時代土坑では最も時期的に後出する

遺構 となる

ここで明示 していない遺構も含めて弥生後期後半以降の遺構のほとんどは調査区東半に分布 し、特

に古墳前期以降の上坑が自然河道の北岸に多く見られた。

自然河道北岸の上器集積遺構は径約 5mの規模をもつ落ち込み遺構である。下部は川岸の窪みとな

つてお り、弥生後期後半～末の上器が出土しているが、上部には北岸側より投棄された多量の土器が

見られた。土器の時期幅では庄内式期後半から古墳前期末までの間に限定されている。
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241

SK103

第57図  土坑SK103出 土遺物実測図 (SE1/4)

自然河道NR1 01は調査区の東西にわたつて検出された河川跡である。調査区内で東西に大きく蛇行

し、東半のみで両岸を検出している。調査区東半部の河道の下面には前段階の河道や溝遺構等が重複

し、最も深 くなつている。そのためか、ここでは弥生中・後期の上器片の混入が目立つ。調査区西半

南側では北岸の法面部分のみを検出している。埋土はいずれも多量の砂が主体 となり、完形品を含む

多量の弥生後期後半～古墳前期の上器が出上している。おそらく河道 としては古墳前 。中期頃まで機

能 していたものと思われ、前述の上器集積遺構 も同時併存 したものと考えられる。なお、河道埋上の

砂層からは、管玉再力日工による鮮やかな青色ガラス製小玉や滑石製管玉未成品、緑色疑灰岩製管玉な

どの微細な遺物も出土している。

なお、鍬形石出土の上坑SK108については次章で詳述するものとしたい。

72



4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

SK104
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第59図 土坑SK104出 土遺物実測図2(S=1/4)
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o                            20cm

第61図 自然河道NR101出 土遺物実剖図 l lS 1/4)
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )
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第62図  自然河道NR101出 土遺物実測図 2(S=1/4)

７
‘

７
‘



1息11
(キ ittキ |、 ヾ

ヽ .マ

20om

第63図 自然打道NR101出 土遺物実測図3(S=1/4)
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

0                                        20cm

NR101-1-3[狂

景観

第64図  自然河道NR101出 土遺物実測図 4(S=1/4)
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

第66図 自然河道NR101出 土遺物実測図 6(S=1/4)
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第67図  自然河道NR101出 土遺物実測図 7(S=1/4)



4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

第68図  自然河道NR101出 土遺物実測図 8(S=1/4)
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o                               20cm

NR101-6´V9区

第69図  自然河道NR101出 土遺物実測図 9(SE1/4)
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NR101-4・ 5区
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4.平等坊・岩室遺跡 (第29次 )

0                                         20む 市

第70図 自然河道NR101出上遺物実測図10(S=1/4)
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第71図 自然河道NR101北岸土器集積出上違物実測図1(Sと 1/0
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4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )
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第72図  自然河道NR101北 岸土器集積出土遺物実測図 2(S=1/4)
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主器集横鷺構下部                           °                20m

273図 自1然JttNR101北 岸土器集積下部落ち込み出上澄物実剤劇KS-1/4J
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第砕図 自然河道熙101出上工類実測薗$■ェアn
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鍬形石の共伴土器

鍬形石

4.平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

o                10cm

第75図  土坑SK198出 土遺物実測図 (土器SE1/4・ 鍬形石S=1/3)
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第76図  中・近世の主要遺構

中。近世遺構面検出の井戸遺構

東西区画涌 SD002

近世～近代の大型井戸 |   |
中。近世遺構面の遺構平面図(S=1/400)

中。近世遺構面の検出状況(西から) 東西区画溝SD001(東から)

東西区画溝5D002東半(南東から) 東西区画溝5D002西半(東から)
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4 平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

Ⅳ 。 ま とめ

今回の調査成果 としては、以下の 3点を挙げることができる。ここでは、近年までの周辺における

調査成果 とあわせて次項以下の項目ごとにまとめておきたい。

1.弥生前期大溝 と自然河道

調査区中央を北西～南束方向に弧状に巡る弥生前期大溝では、埋没期を示す弥生前期後半までの上

器が多く出上した。この大溝の西側では粘土層の安定した基盤が続 くが、逆方向の東側では砂、シル

トを基調 とした基盤層や北西～南西方向の自然河道が弥生中期段階まで続く。また、以前の第26次調

査では初現の環濠出現以前の北東～南西方向の自然河道が検出されてお り集落出現期の居住域の想定

が可能であつたが、その展開としての環濠出現期が既往の調査での確認範囲より内側にあることが判

明したことが成果と言える。

2.方形区画出現前段階の区画溝について

調査区中央より東、北方行に弧状に巡る断面V宇状の区画溝を検出している。この溝の埋土からは

弥生中期末～後期前葉の上器が出上してお り、集落北東の微高地裾 と安定基盤を囲むような状況で位

置 している。以前の第 8次調査で確認 している弥生後期後半期成立の方形区画よりも時期的に遡 り、

第26次調査検出の同時期建物群を区画するような位置付けであることから弥生後期末以降の方形特定

区画の前身として評価できよう。他にも前述の方形特定区画から派生する南北方向の溝も重複 して検

出されている。

3.鍬形石と出土土坑の意義付け

(1)検出状況と周辺遺構による出土土坑の意義付け

鍬形石は、前述の川岸北縁付近で検出された遺構群に含まれる径約0.5mほ どの円形の平面形をも

つ土坑SK108よ り出上している。土坑はほぼ逆台形の断面形を呈し、底面までの深さは0.4mを測る。

底面付近には有機質の混 じる灰黒色粘上が10clllほ どの厚 さで堆積 し、その上部に下端の板状部分 (鍬

先状の部分)を意図的に打ち久いた状態で鍬形石が出上している。鍬形石の下部には数個の小礫があ

り上端を高く斜位にして意図的に置く状況が見 られ、これより上位の埋土は人為的な埋め立てと思わ

れる粘土ブロックや小傑の混じる灰褐色粘質土となっていたもまた、埋土中には破砕 された布留型甕、

小型器台、高杯などの上器片が混 じり鍬形石の共伴土器 となつている。これら土器片および鍬形石そ

のものの形態による編年観においては大きな矛盾は認められず、概ね古墳前期後半、布留式古相から

中相にかけての時期幅に収まるものと理解できる。

検出土坑の性格 としては、出土状態と埋上の状況により埋納を意図した土坑として考えたが、河川

蛇行部分の窪みに見られた土器の大量廃棄や炭化材、焼土を伴 う断面皿状の浅い土坑など近在する同

時期土坑群とともに、この埋納土坑を中心とした一連の祭祀行為に伴 う遺構群として捉えることもで

きよう。

(2)埋納された鍬形石
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SK108鍬形石検出時の状況

――――-51.5m

60om

SK108遺物出土状況 平面・立面図 (北から)S=1/20

SK108鍬形石と共伴土器

鍬形石・土器出土状況

⊂ :勃

賜  り

⊂ 鬱

SK108断 ち害」り状況 (北からの側面 )

SK108遺物出土状況 (上面から )

第77図  土坑SK108
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4 平等坊・岩室遺跡 (第 29次 )

鍬形石の材質は北陸産の緑色疑灰岩製であり、表面に石理方向の縞模様を装飾的に残す。形態的に

は古墳副葬品としての盛行期に多いものであるが、他の例に比べて厚みがありやや肉厚な印象のもの

である。意図的に先端を打ち欠くにあたり、折損部付近の周囲を砥石状の工具 (石鋸か ?)に より直線

的に擦 り切る様子が看取され、その後の敲打により先端を折 り取ることが想定された。なお、各部位

の法量については模式図の数値を参照されたい。

(3)埋納土坑の祭祀的側面

先述の一連の同時期遺構群の在 り方からは鍬形石の埋納行為に際しての祭祀行為が想定された。本

来は古墳に副葬されるべき祭器、宝器であるはずの鍬形石を意図的に原型を損ねて土器 とともに埋納

する行為については、やはり葬送の儀式としての想定が可能 と思われる。さらに、この点について強

調するならば、支配領域である集落の居宅地 (方形区画)の縁辺の川辺においておこなわれた葬送祭祀

とも考えられよう。

4.総括

今回の調査は、遺跡北半部における近年の宅地造成、店舗建設等に伴 う調査のなかでもまとまった

調査面積の調査であったため多くの新知見と成果が得られた。

弥生集落の動態としての新知見では、①弥生前期大溝がこれまでの出現期環濠のさらに内部にある

ことが知 られ、北接 した第26次第Ⅲ トレンチ調査区の自然河道出上の弥生前期前半期土器群に直属す

る時期には機能 していたものと考えられた。

次に②方形区画出現前段階の区画溝の存在からは、弥生中期末頃には集落内部の微高地を囲むよう

に環濠内部に区画が形成されていたことがうかがえ、その後の方形区画出現の前身遺構として成立し

ていたものと考えられる。

また、その後の経過としての弥生後期後半期の方形特定区画の成立、古墳前期前半期への継続性と

ともに③土坑出土石製品の意義が強調され、同時期の複数の炭・焼土混じり上坑の存在も併せて北方

の首長居宅を望む位置での石製品破砕、焚き火等の祭祀行為がおこなわれたことが想起されるもので

ある。

以上のように今回の調査では多大な成果を得ることができた。詳細については今後の遺物整理等の

経過により多少の変動と再考が求められるが、本概報をもつて一応の成果公表としてまとめておきた

ヤヽ 。 (青木勘時)
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5。 合場遺跡 (第 6次 )

I.調査の契機と経過 悌78図 )

今回の調査は、天理市西部の合場町に所在する井戸堂小学校校舎建設に伴 う調査として実施 したも

のである。対象地は井戸堂小学校の西側に隣接する水田で、合場遺跡の東縁辺に位置するため、埋蔵

文化財の有無確認を目的として発掘調査を行なった。

調査は対象地の水田内に南北20m、 東西15mの長方形の調査区を設定し、重機により耕作土を除去

した後、人力掘削に移行 した。現地では平成18年 10月 30日 に作業を開始 し、同年 12月 15日 に全ての作

業を終了した。調査面積は300だであつた。

Ⅱこ調査 の概要

1.基本層序 (第79図 )

今回の調査地における基本層序は以下の通りである。

調査地付近の現地表面をなす水田耕作面は標高50.6m前後を測り、現状ではほぼ水平である。表土

(I層)は耕作土及び床上で、明緑灰～灰黄褐色土からなり、厚さ50clll前 後を測る。 I層 を除去する

o                        100m

第78図 調査地点位置図 (S=1/2,500)

94



5.合場遺跡 (第 6次 )

中央サブトレ(東西)

0∞ 09

霜 単

0                   5                   10m
「~す 下 司 ~下 |~~~~―

―

第79図 土層断面図 (S=1/150)

と、調査区南東側では灰黄褐色シル ト層 (Ⅱ a層 )が、それ以外では灰黄～黄橙色系の微砂～細砂層 (Ⅱ

b層 )が現れる。この面で、中世段階の素掘溝を確認 した。Ⅱa層はⅡb層 の上位に部分的に堆積 した厚

さ最大30clll程 度の上層であり、Ⅱa層 を除去すると調査区全面にⅡb層 が現れる。Ⅱb層 の厚さは20～ 4

0clll程度である。

Ⅱb層 上面では、先述の素掘溝群の他に、それに切 られる流路を調査区南半で検出した。流路埋土

は灰色～灰黄色系の砂からなる。

Ⅱb層 を除去すると灰色～緑灰色系 (下半では灰自～黒色系)の シル ト～砂層 (Ⅲ層)が現れる。Ⅲ層

上面では、ほぼ東西に走る流路の北肩と、不整形の落ち込みを数基検出した。流路埋土は橙色系の砂

～粗砂層からなる。

厚 さ40～ 60cIIl前 後のⅢ層を除去すると、黒褐色粘土層 (Ⅳ層)に至る。Ⅳ層には遺物を含まない う

え、調査区全域に広がるしつかりした給土層でもあることから、Ⅳ層を地山と認定した。

削
　
田

＝

掟

ヰ

ー

（雫
樫
）
Δ
上
〔
■
ポ
■
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遺構検出はⅡa層・Ⅱb層 。Ⅲ層・Ⅳ層の各上面で行なった。標高はⅡa・ Ⅱb層上面が49.8～ 50.2m、 Ⅲ

層上面が49.5～ 50.Omm、 Ⅳ層上面が49.1～49.6mを測る。

2.主な遺構と遺物

(1)中世の遺構 (第80図・第83図 )

Ⅱa・ Ⅱb層 を掘 り込み面とする遺構群で、素掘溝群と井戸 2基がある。このうち井戸については、

本来はⅡa,Ⅱ b層上面から堀 りこまれたものであるが、埋上が周辺の上層と酷似 した砂層堆積であつ

たために同面で検出できず、Ⅳ層の黒褐色粘土層上面にいたつて初めて遺構の存在を認識することと

なつた。

素掘溝群

調査区の東半分を中心に、中世の素掘溝群を多数検出した。南北方向のものと東西方向のものに大

別できるが、切 り合いからは東西方向のものが先行するとみられる。素掘溝は幅30～ 40clll、 深 さ10cIIl

前後のものが多いが、数条が近接 して重複 したために見かけ上幅広の溝となつたものもある。

東西方向の素掘溝群では細片の出土を見たのみであつたが、南北方向の素掘溝群では実測可能な遺

物が一定数出上した。

1～ 6は瓦器椀である。 1はヨヨナデによって外反する日縁端部の内面側に、沈線 1条を有して段

状になる。高台は扁平な逆三角形の貼付け高台で、一周せずC宇状になる。底部は床面に接する。体

部外面は成形時の指頭圧痕が明瞭に残 り、暗文ヘラミガキがごくわずかに看取される。体部内面には

同心円状の暗文ヘラミガキがやや疎にみられ、見込み部に連結輪状文を有するがほとんど磨滅 してい

る。2の 日縁部は 1よ りも外反が弱い。高台は逆三角形だがやや高さがある。外面の指頭圧痕は弱く、

水平～斜方向のヘラミガキが看取される。内面は同心円状の暗文ヘラミガキをやや密に施 し、見込み

部には連結輪状文がみられる。 3は 1に類似 した日縁部を有するが、段が浅く面取 り状になる。高台

はやや扁平な逆三角形になる。外面の指頭圧痕は弱くヘラミガキを省略する。体部内面には同心円状

の暗文ヘラミガキがやや疎にみられ、見込み部には連結輸状文を有する。なお、重ね焼きのため底部

付近は炭素吸着が及んでいない。 4は 1に類似 した日縁部を有する。高台には、成形時の作業台に敷

かれていた藁や竹管の圧痕が顕著にみられ、本来の扁平な断面逆三角形の形状をとどめる部分はわず

かである。底部は高台より突出し、高台の形骸化が著 しい。外面は成形時の指頭圧痕がやや顕著で水

平方向のヘラミガキを疎に施す。体部内面には同心円状の暗文ヘラミガキがやや疎にみられ、見込み

部には連結輸状文を有する。重ね焼きのため外面の炭素吸着にムラがでている。 5は 3に類似 した日

縁部を有する。高台はやや高さのある逆三角形で、全周せず途切れる部分が見受けられるうえ、潰れ

て本来の形状を失つている部分も多い。底部は床面に接 し、高台の形骸化が進んでいる。外面に成形

時の指頭圧がみられ、水平方向のヘラミガキを疎に施す。体部内面には同心円状の暗文ヘラミガキが

密であり、見込み部に連結輪状文を有する。 6は 1に類似 した日縁部を有する。やや背の高い逆三角

形の高台をもつが、底部は床面に接 し、高台の形骸化が進んでいる。外面に成形時の指頭圧痕が顕著

で、ヘラミガキは省略される。内面は同心円状の暗文ヘラミガキをやや密に施 し、見込み部分に連結

輪状文を配する。重ね焼きのため、日縁部の炭素吸着が希薄になる。

7は瓦器小皿である。手づくねで成形 したのち、日縁部に強い一段ナデ、見込み部に不定方向のナ
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5,合 場遺跡 (第 6次 )

デを施して仕上げる。

口縁部は強いナデによ

り短 く外反 して端部は

九い。見込み部にジグ

ザク状の暗文を施す。

底面には重ね焼きによ

る炭素吸着のムラが見

らオ化る。

8は 土師器邦 で あ

る。体部は直線的に立

ち上が り、日縁端部は

若干上方にツマ ミ出し

て丸くおさめる。調整

はヨヨナデを主体 とす

るが、部分的に指頭圧

痕がみられる。

9は 土師器皿 であ

る。体部は丸みを帯び

て立ち上がり、日縁端

部はやや強くナデて若

干ツマ ミ上げ、日縁端

部は丸くおさめる。調

整は内外面ともヨヨナ

デを主体とする。

0                   5                  10m
l l 帯 _ョ

ー

第80図 中世遺構配置図 (S=1/150)

10～ 15は土師器小皿である。 10は底部中央が高まる。体部は内湾気味に立ち上がり口縁端部は丸く

おさめる。体部をヨコナデ、底部を指頭圧痕で調整する。Hは平底で体部が内湾気味に立ち上がり、

日縁端部は丸くおさめる。器形に若子の歪みがみられる。内外面とも磨滅が著 しく、ヨヨナデの単位

がわずかに看取できる程度である。12は底都中央が若干高まり、体部は内湾気味に立ち上がって日縁

端部をツマミ上げる。内外面とも磨滅が激 しく、ヨコナデや指頭圧の単位がわずかに看取されるが、

切 り込み円盤技法に伴 う接合痕が底部に残る。外面側からの焼成後穿孔 1か所が認められるほか、日

縁端部付近に薄い油煙の付着がみられる。 13。 14は指頭圧による成形の後に日縁部を強い一段ナデで

調整する。日縁端部は若干ツマミ上げて丸くおさめる。15は底部中央が若干高まり、体部は内湾気味

に立ち上がって口縁端部をツマミ上げる。内外面とも磨滅するが、手づくね成形時の指頭圧痕が外面

に見られ、日縁部付近はヨコナデ調整 される。内面に帯状の油煙の付着がみられ、灯明皿 としての使

用が考えられる。

井戸SEl(第 81図 )

中世の井戸状遺構である。時間的制約から、検出後に南半部を大きく断ち割つて調査を進めたが、

７
ｆ
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断面図

1:25Y7/4浅黄色砂
2:7 5GY7/1明 緑灰色微砂
3■ OYR3/1黒 褐色微砂
4:N3/0暗 灰色粘土
5:5G4/1暗 緑灰色細砂
6:N5/0灰 色糧砂
7:25Y6/3にぶい黄色砂
8:N4/0灰 色砂
9:25Y7/6明 黄褐色砂
10:N6/0,てて色五少
■:5B5/1青灰色砂
12:N5/0灰 色砂
13:9と 同色同質
14:2 5GY4/1暗 オリーブ灰色砂
15:N5/0灰 色粗砂
16:N4/0ラ ててヨ五少
17:2 5GY4/1暗 オリーブ灰色粘土
18:2 5GY3/1暗 オリーブ灰色粘質砂

平面図

0                      1m
l―― i―

―
―

 
・

 「
―― ―

―――― ――― ―引

第81図 井戸SEl平面・立面 。断面図 (SE1/20)

東西約 lm、 南北約1.4m(復元)、 検出面 (Ⅳ層上面)か らの深 さ90clll前後の方形掘 り込み内に丼戸枠

を据える。井戸枠は二重 (最上段のみ一重)の 曲げ物が用いられ、 3段分を検出した。下段は直径約42

cm、 高さ約35clllを 測 り、内側は 1枚であるのに対 して外側は高さ20cm弱 の曲げ物を 2枚接ぐ。中段は

タチワリ
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5.合場遺跡 (第 6次 )

直径約49clll、 高さ約34cIIlを測 り、内側が1枚であるのに対 して外側は高さ8～ 12clllの 曲げ物を 3枚接ぐ。

上段は直径約54clll、 高さ約2 1clllを 測 り、この段のみ曲げ物は一重である。井戸枠設置後に、下方で灰

色～青灰色、上方で黄色～黄褐色系の砂で周囲を埋め戻す。下段の井戸枠を完全に埋めた段階で、井

戸枠を囲うように長軸20～ 30cmの石を設置 している。井戸枠内は灰色～緑灰色系の砂で埋まっており、

中段から上段にかけては廃絶時に投げ込まれたと思われる石や土師器・瓦器、木製品などがまとまつ

て出土した。

16～ 18は瓦器椀である。 ヨヨナデによって外反する日縁部の内面側に、沈線 1条を有 して段状にな

る。高台は扁平な逆三角形の貼付け高台で、 16・ 17で は全周せず16は C字形、17は馬蹄形になる。 18

はかろうじて全周はするものの、起端と終端が食い違ってお り、完全な円にならない。底部は16がわ

ずかに上げ底気味になるのに対 して17・ 18は 高台よりも突出する。体部外面は成形時の指頭圧痕が明

瞭に残 り、暗文ヘラミガキがわずかに見られる。体部内面は口縁部 ヨコナデ、見込み部不定方向ナデ

で仕上げた後に同心円状の暗文ヘラミガキを疎に施 し、見込み部には16に一重の輪状文、17・ 18に連

結輪状文がみられる。器表面には重ね焼きによる炭素の吸着ムラが大きい。なお、18は外面に木の葉

49 5  ャ__

を押 しつけて圧痕を

残 している点が特徴

的である。

19～ 20は土師皿で

ある。19は器高がや

や高 く、体部は直線

的に立ち上が り、 日

縁部は端部ツマ ミ上

げにより強 く内湾 し

て端部は九い。底部

には作業台の板圧痕

が、体部下半には成

型時の指頭圧痕が残

り、 日縁部～体部上

半にヨコナデ、見込

み部に不定方向のナ

デを施 して仕上げる。

20は手づくね成形後、

日縁部に一段ナデ、

見込み部に一定方向

のナデを施 して仕上

げる。底部に外面側

か らの焼成後穿孔 1

か所がみられる。

1:7 5GY6/1緑 灰色砂
2:7.5∝ 5/1暗緑灰色シル ト
3:75Y7/1灰 白色粗砂
4:2と 同質同色
517.5Y7/1灰 白色粗砂
6:75Y2/1黒色粘土

――――___ゴ   7:75Y4/2灰オリーブ色粘土

第82図 井戸SE2平面・立面・断面図 (S=1/20)
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第83図  中世遺構出土遺物 (S=1/4)

井戸SE2(第 82図 )

中世の井戸状遺構である。時間的制約から、検出後に南半部を大きく断ち割つて調査を進めたが、

東西約 0。 9m、 南北約 lm(復元)、 検出面 (Ⅳ層上面)か らの深さ50clll前 後の方形掘 り込み内に丼戸枠

を据える。井戸枠には二重の曲げ物が用いられ、1段分を検出した。直径約45c14、 高さ約15cmを測る。

井戸枠設置後に、周囲を灰白色粗砂 と暗緑灰色シル トで埋め戻す。井戸枠内部に灰 白色粗砂が流れ込

み、その上層にも暗緑灰色粗砂がみられることから考えると、当初は井戸枠の周囲を灰白色粗砂 と暗

緑灰色シル トの互層で埋め戻 していたことが想定される。

21は土師器皿である。指頭圧による成形後、日縁部内外面に一段ナデで調整 し、さらに見込み部を

ヨコナデと不定方向ナデにより仕上げている。日縁端部は丸くおさめる。

21
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5 合場遺跡 (第 6次 )

(2)律令期の遺構 (第84図

・第87図 )

調査区南半で、斜行す

る自然流路 1条 と、それ

か ら東西方向に分かれる

不整形の流路状落ち込み

を検出した。 この うち、

斜行する流路か ら律令期

の遺物が出土 してお り、

存続時期の一端を示す。

自然流路NRl

調査区南東隅で検出し

た、北東一南西方向に走

る流路である。幅 3m前後、

検出面か らの深 さ40cIIl前

後を測る。埋土は上方が

明赤褐色～黄灰色系の砂

質上、下方が青灰色系の

粗砂 と粘上の互層となる。

22は須恵器の大甕であ

る。頸部は外反 して立ち

10m  上が り、 口縁部はやや厚
卜 可

~下 ~下 ~庁
耳

~~_____―
   ぃ 。 日 縁 部 端 は 端 面 に も

ナデが及んで平 らな面に第84図 Ⅱb層上面遺構配置図 (Sこ 1/150)

なる。 日縁部は内外面 と

もヨコナデ調整する。胴部は外面に平行タタキ後水平方向カキメ、内面には同心円状当て具痕がみら

れ、部分的に当て具痕の上からヨコナデを施す。 日頸部内外面および月同部外面に自然釉の付着がみら

れ、胴都外面のそれは特に厚い。また、胴部外面に邦蓋の天丼部が鉢着 し、鉢着部分は凹む。

23。 24は土師器郷である。23の底部は丸底で、成形後に口縁部および見込み部をヨコナデ調整する。

日縁部は強いヨコナデにより外反 して端部は九くおさめる。底部には成形時の指頭圧痕が残るほか、

縦位の接合痕も看取される。24は平底で、体部が丸みを帯びて立ち上がり、日縁端部は九くおさめる。

外面は底部～体部下半にヘラケズヅ、体部上半～口縁部にヨコナデが看取されるが、ヘラケズヅはそ

の後のナデにより明瞭さを欠く。内面は全面ヨコナデ調整後に、ヘラミガキによる放射状の暗文が施

さ身化る。

(3)古墳時代の遺構 (第85図・第87図 )

調査区南半で、東西方向に走る幅の広い流路の北肩を検出したほか、北半にかけて不整形の落ち込
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みを複数検出している。東

西方向の流路とそれに伴 う

淀み状の起伏を捉えたもの

と考えられる。

自然流路NR2

調査区南半で検出した東

西方向に走る幅広の流路で

ある。幅 6m以上、検出面

か らの深 さ3 5 clll前 後 を測

る。調査区内では北肩のみ

を検出したに留まり、南肩

は調査区外にのびている。

埋土は上方で灰褐～灰白色

砂、下方で橙色系の砂から

なる。

25は須恵器蓋である。天

井部に大形のソマ ミを有す

る。時計回 りのロクロナデ

調整後、水平方向のカキメ

を施す。外面には部分的に

灰降着がみ られる。 26。 27

は須恵器不身である。水平

ない しやや上向きのかえり

を有 し、日縁端部は26が 内

傾する平 らな面、27は明瞭

0               5               10m
l――¬一一__― ―|― ―一

―
―
一一一 ―――引

第85図 Ш層上面遺構配置図 (S=1/150)

な凹面をもつて段状になる。底部は丸底である。体部外面下半を回転ヘラケズリで調整する他は、内

外面ともロクロナデ調整で仕上げる。

28は須恵器無蓋高杯のイ部である。不底部から内湾気味に体部が立ち上がり、日縁部は丸くおさめ

る。調整は不底部外面が回転ヘラケズリ、そのほかはロクロナデである。体部下半に櫛描波状文から

なる文様帯を有 し、その上下には断面三角形の凸線を上に 2条、下に 1条配する。また、脚部との接

合部付近に水平方向のカキメを施す。さらにこのカキメを切つて、脚部にスカシを切 り込む際の刀子

の当た りがみられる。このほか、内面には日縁部から体部にかけて灰降着、見込み部に自然釉の付着

がみられる。

29～32は土師器奏である。29はやや縦長な球形の胴部から内湾する頸部が立ち上がり、日縁部はツ

マミ出しにより短く外反する。胴部外面は左上がリハケ、内面は不定方向ナデによつて調整 したのち、

口頸部の内外面及び肩部外面にヨコナデおよび横位板ナデ調整を施す。胴部の下1/3ほ どは、煮炊具

としての使用により被熱・媒化が見られる。内面の底部にも黒色の付着物が看取される。30は球形の

一＼

０
ね

（
υ



5.合場遺跡 (第 6次 )

胴部から口頸部が直線的

に立ち上が り、日縁部端

は丸 くおさまる。胴部外

面を粗い左上が リハケ、

内面を右上が りのヘラケ

ズリで調整 した後、日頸

部にヨヨナデおよび横位

板ナデ調整を施す。外面

の大半に煤化ないし被熱

が見 られ、胴部内面の上

半も若干黒化する。胴部

最大径付近に焼成後穿孔

が見 られる。31はやや横

長な球形の胴部から厚手

の口頸部が外反 して立ち

上が り、日縁端部は丸 く

おさまる。胴部外面を細

かい左上が リハケ、内面

下半を放射状板ナデ、上

半を左上が リナデで調整

した後、日頸部にヨコナ

デおよび横位板ナデ調整

を施す。肩部に×字状の

ヘラ記号がみ られる。外

面は被熱が著 しく、胴部上半を中心に器壁の剥落する部分も多い。底部は媒化が見られ、内面も胴部

上半を中心に黒色の付着物が全面に看取される。

32は肩の張つた球形の胴部から内湾する日頸部が立ち上がり、日縁端部はツマミ出して内傾する弱

い凹面をなす。胴部外面を細かい左上がリハケ、内面を左上がリナデで調整 した後、日頸部から肩部

にかけてヨヨナデ調整を施す。胴部外面はほば全面にわたって被熱ないし煤化 し、内面も胴部上半を

中心に黒化する。

33は土師器の大型甕である。やや縦に長い球状の胴部から頸部が直線的に立ち上がる。日縁端部は

外側にツマミ出して端面を持つ。頸部から口縁部にかけては強いヨコナデが施され、胴部は外面が縦

位～左上がリハケ、内面が右上がりのナデで調整 される。頸月同部界には接合のための指頭圧が看取さ

れる。胴部外面は広範囲にわたって被熱・煤化が見られ、内面も上半はやや黒化する。34は土師器大

型壷である。 日縁部から肩部までの破片であり、外反する頸部の上端に短く丸い稜を持ち、そこから

口縁部がほぼ垂直に立ち上がる。 日縁端部は内外にツマミ出し、やや幅広な凹面を作る。頸部～口縁

部はヨコナデ、胴部は外面が縦横のハケ、内面は右上がりのケズリで調整する。頸胴部界の内面は、

―第86図 Ⅳ層上面遺構配置図 (SΞ 1/150)
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、郷く藝現達王説＼雲ィン

自然流路NR2

第87図  自然流路出土遺物 (S-1/4)
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5 合場遺跡 (第 6次 )

接合に伴 う指頭圧が顕著である。外面は広範囲に煤化するほか、日頸部内面にも黒色付着物が見られ

る。

35。 36は 土師器小型丸底壺である。35は球状の胴部を持ち、日頸部は若干外反 して口縁端部を丸く

おさめる。胴部成形後に口頸部を接合 してお り、口頸部界の内面には接合の痕跡がほとんど調整 され

ずに残る。外面は著 しく磨滅 して調整は不明であるが、器表面には黒色の付着物が見られる。内面は

胴部に強い縦位ナデ、日頸部にヨコナデが看取される。36は胴部が横長の球形を呈し、底部は平底に

近い。口縁部は外反 して短くたちあが り、端部は丸くおさまる。胴部外面には粗い横位ハケ、細かい

縦位ハケが、内面には不定方向のナデが看取される。 日縁部内外面はヨヨナデ調整 される。胴部上半

には接合痕が顕著である。

37は藤である。胴部は球形で、日頸部は直線的に立ち上がる。 口縁部は外面をヘラ状工具で成形 し

たのち、内外面を横ナデで調整する。胴部外面の調整は磨滅により不明瞭であるが、内面には横位の

ナデや指頭圧痕がみられる。

38～ 40は高郷である。38は郷部で、直線的に立ち上がる体部からやや外反 して日縁部に至る。内外

面とも磨滅するが、ヨコナデ後に左上が りを主体 とするハケで調整する状況が部分的に看取される。

39・ 40は脚部である。中実の脚柱部から裾部が直線的に開き、端部は面取 りされて平 らな面を持つ。

器面は磨滅するが、脚柱部や脚裾部内面上半に指頭圧が看取される。脚裾部上端に 4方向の円形スカ

シ孔を穿つ。40は中空の脚柱部で下方が広 くなり、若干外反 して裾部に移行する。外面は磨滅するが、

ヘラナデの単位がかろうじて看取される。内面は脚柱部内面にヨコナデ、脚裾部は左上がリハケが看

取 されるが、成形時のシボリ痕は完全には消えていない。上方から2単位の焼成前穿孔があり、一方

は太く貫通するが、他方は細く途中で止まつている。

このほか、第Ⅳ層上面では北東―南西方向の地形の起伏 と足跡状遺構の集中部を確認 した (第86図 )

が、いずれも遺物を含むものではなかつた。

(4)遺物包含層出土遺物 (第88図 。第89図 )

Ⅱa層

41は須恵器杯蓋である。天丼部は扁平で、口縁部との境に稜は見 られない。 口縁端部は内面側が面

取 りされて内傾する端面となる。器壁の大半をロクロナデ調整 したのち、天丼部外面の半分ほどに回

転ヘラケズリ、内面に不定方向の仕上げナデを施す。ヘラケズリの範囲が狭いために、全体 としてや

やシャープさを欠 く器形 となる。天丼部外面に平行線状のヘラ記号 2条が看取される。42は須恵器不

身である。 日縁部のたちあがりはごく低い うえ著しく内傾 し、端部は丸くおさめる。全体をロクロナ

デ調整 した後、見込み部を不定方向ナデで仕上げる。底都はヘラキジ未調整のため器壁も厚 く、雑な

作 りである。

43は須恵器平瓶である。胴部の成形後、肩付近に穿孔して頸部を接合 し、胴部上半の中心付近を粘

土板で閉塞する。外面には自然釉の付着が顕著である。

44は黒色土器椀の底部である。薄手の底部に外反する高台が付き、高台の端都は丸くおさめる。 ヨ

コナデ調整を主体とし、見込み部に一定方向のヘラミガキが看取される。また見込み部は黒色処理を

受ける。
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Ⅱb層

45～ 48は須恵器の郷蓋である。45はツマミを有する。内面に段をもつ口縁部が垂直に立ち上がり、

日縁部 と天丼部の境は短 く丸く突出する稜で区画 され、外面は天丼部上半が回転ヘラケズ リ、その他

はロクロナデで調整 される。内面は全面的にロクロナデ調整 され、口縁部端はツマミ上げられ、明瞭

な凹面をもつて段状になる。日縁部外面には部分的に灰降着が見られる。46～48はツマミを持たない

が、成形・調整手法は45と 共通する。46は 口縁部高 さがやや低 く、体部から天丼部は深 く丸みを帯び

る。外面の回転ヘラケズジが天丼部の2/3ほ どにも及ぶ。天丼部内面に灰降着が見られる。 47・ 48はや

や高い口縁部を持ち、天丼部は46に 比べて若干扁平である。

49は須恵器郷身である。突出の大きい断面三角形のかえりを有 し、日縁部は垂直に高く立ち上がる。

日縁端部は内面側に明瞭な凹面を伴って段状になる。外面は底体部のほとんどを回転ヘラケズリで調

整 し、ロクロナデはかえり直下に 1単位見られるのみである。 日縁部内外面及び見込み部は、ロクロ

ナデおよび不定方向ナデで仕上げる。他の須恵器に比べてやや古い形態を呈する。

50。 51は土師器小型丸底壺である。50は胴の張る扁球形の胴部からくの字状に屈曲して、若千内湾

する口頸部が立ち上がる。内面には胴部と口縁部の接合痕が明瞭にみられる。磨滅が激 しく外面の調

整は不明瞭であるが、内面では胴部を右上がり方向の強いナデで調整 した後に口縁部にヨコナデを施

す。51はやや横長な球形の胴部から口頸部がやや外反 しながらほぼ垂直に立ち上が り、日縁端部は丸

くおさめる。外面を不定方向のナデ・ハケ、内面を胴部下半は左上がリケズリ、上半は左上が リナデ

で調整 したのち、日縁部内外面をヨコナデで仕上げる。頸月同部界は特に強くナデてお り、明瞭な稜線

ができている。底部はやや大きな穴状の欠損部分があり、意図的に打ち欠かれた可能性がある。久損

部周辺の外面に黒斑があり、胴部内面は使用により黒化する。

52は土師器甕である。胴部は球状で、口頸部は内湾 して立ち上がり、口縁端部は丸くお さめる。頸

胴部界のくびれは浅い。全体に磨滅が著 しく調整が不明瞭な部分が多いが、日縁部外面にヨコナデや

指頭圧痕、胴部内面には下から上への縦位ナデが看取される。また、胴部内面には縦位ナデによつて

消しきれなかった接合痕が 2条程度残る。胴部上半および口頸部の内面は使用により黒変す る。また、

外面の胴部最大径付近に黒斑が見られる。

53は土師器甕である。球状の胴部からくの宇状に屈曲して、日頸部が直線的に立ち上がる。 日縁端

部は丸くおさめる。外面は口頸部を縦位ハケ、胴部を粗い縦位ハケで調整する。内面は日頸部に横位

～右上が リハケ、胴部に横位ケズジが看取される。胴部を成形後に頸部を按合 してお り、接合部の内

面には粘土を貼 り足して補強する。

54は小型丸底壺か。九底で胴の張る扁球形の底部～胴部である。内外面とも不定方向の細かいハケ

調整を密に施すが、内面の上半にはハケが及んでお らずナデの痕跡が残る。胴部最大径付近に明瞭な

接合痕が看取される。

55～67は土師器高杯である。55は杯底部下端～脚裾部で、中空の脚柱部から滑らかに外反 して脚裾

部に至る。脚柱部と脚裾部の境に二方向のスカシ円孔を穿ち、裾端部は丸くおさめる。内外面とも磨

滅するが、外面には縦位ヘラミガキ、郷部内面には板ナデがかろうじて看取される。内面はスカシよ

り上にシボリ痕が残 り、以下ではこれをナデ消 しているが単位はみえない。56は直線的に開く脚柱部

から大きく外反 して脚裾部に至 り、裾端部は丸くおさめる。外面は脚柱部に縦位ヘラナデ、脚裾部に
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5.合 場遺跡 (第 6次 )
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ヨヨナデが看取される。内面はヨコナデを施すが、脚柱部のシボ リ痕は消 し切れていない。裾端部の

ヨコナデは強く、若干ツマ ミ出し気味になる。57は直線状に開く脚柱部から外反 して裾部に至 り、端

部は丸くおさめる。脚部上端の周囲に粘土を付加 して不都を成形する。外面は磨滅が著 しく調整不明

である。内面はシボ リ成形後にヨヨナデを施 し、シボジ痕をほとんど消している。58は中空の脚柱部

が滑らかに外反 して脚裾部にいたり、裾端都は丸くおさめる。脚柱部は外面に縦位ヘラナデが見られ、

内面はヨコナデされるが成形時のシボジ痕がわずかに残る。脚裾部は外面にヨヨナデ、内面には指頭

圧痕や縦位ナデが看取される。59は わずかに下方に開く中空の脚柱部から明瞭に屈曲して、 ドーム状

をなす脚裾部に移行する。脚柱部外面をヘラナデ調整 した後、脚裾部をヨコナデで仕上げる。脚柱部

内面には成形時のシボジ痕が明瞭に残る。60は 59と 近似 したプロポーションを示すが、脚柱部が59よ

り細身である。シボジと外面ヘラナデにより成形 し、脚柱部内面下端および脚裾部をヨコナデ、さら

に外面を縦位ハケで仕上げる。脚柱部上端は周囲に粘上を付加 して不底部とする。外面には赤色顔料

が付着する。

61は直線的に下へ開く中空の脚部から、脚裾部が大きく開く。脚部上端は邦部との接合面が露出す

る。器表面は全体にやや磨滅するが、脚柱部外面に縦位ヘラナデ調整、脚柱部内面にヘラ状工具によ

るナデが看取されるが、内面では成形時のシボ ヅ痕がわずかに残る。62は中空の脚部で、内湾 して下

へ広がる。上端では周囲に粘土を付加する。破片上端の状況からは、この上にさらに粘土を充填 して

郷底部上面としたことが うかがえ、現状ではその充填粘土が剥離 している。器表面は磨滅するが、接

合部の外面には接合時の指頭圧痕がみられる。脚部外面はヘラ状工具による面取 りを施すが、内面は

未調整で成形時のシボリ痕が明瞭に残る。63は滑 らかに外反する中空の脚柱部である。外面はヘラナ

デ調整、内面は上方に成形時のシボリ痕が残るが、ヨヨナデにより部分的にシボヅ痕が消 される。64

は内湾 しつつ広がる中空の脚柱部で、下方で大きく外反 して脚裾部に至る。シボリ成形後に外面をヘ

ラナデ調整する。内面は上半でシボジ痕が明瞭にみ られ、下半はヨコすデ調整 されるもののシボリ痕

を抹消するには至らない。脚柱部上端の周囲に粘土を付加 して邦底都としてお り、その外面もヘラナ

デ調整 される。65はほぼ垂直にのびる中空の高杯脚柱部で、器壁は厚手である。上端には円盤充填技

法による不底部との接合面が露出している。脚柱部 と脚裾部の境付近に円形スカシ孔を穿つ。外面を

幅の細いミガキで調整 し、内面は横位のヘラナデにより成形時のシボリ痕を消す。66は下に開く中空

の脚柱部で、外面は縦位ハケ調整を施 し、成形時のシボリ痕跡を横位ヘラケズリでほとんど消 してい

る。脚柱部と脚裾部の境に、 2孔一対の円形スカシ孔がわずかに看取される。

67は高郷の邦底部～脚柱部である。脚部は中空で下方へ直線的に開き、上端に不底部を接合する。

杯底部～脚部上端の外面に指頭圧痕、脚柱部外面にヘラナデが看取される。脚柱部内面は未調整で、

成形時のシボ リ痕が残る。

Ⅲ層

68～ 71は高郷である。 68。 69は郷部である。68は直線的にのびる底部から大きく屈折 して体部が立

ち上が り、境には明確な稜を持つ。器表面は摩滅するが、外面では底部に縦位ナデ、脚部 との接合面

付近に不定方向のナデないし指頭圧痕が看取される。体部はヨコナデで調整されるが、単位は明瞭で

ない。69は体部がやや外反 して立ち上が り、日縁端部は丸くおさめる。外面の磨滅が著 しいが、調整

はヨコナデを主体として、脚部との接合部分や見込み部には接合時の指頭圧痕が看取される。破面の
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第89図 Ⅲ層出土遺物 (S=1/4)

状況から、脚部上端の周囲に粘土を付加 してイ部を成形する状況が うかがえる。70は不底部から脚柱

部片である。脚柱部は中空で、直線的に下方へ開き、外反 して脚裾部へ移行する。郵底部外面は縦位

ヘラナデ、内面は放射状のヘラミガキを密に施す。脚部外面は幅の狭い縦位ヘラナデで調整 され、内

面はシボリ成形後に横位のヘラナデを施すが、シボジ痕はわずかに残る。脚柱部と脚裾部の境付近に

3方向の円形スカシ孔を穿つ。71は杯底部～脚柱部片である。わずかに下方に開く幅広で中空の脚柱

部の上端で、厚手の郷底部に移行する。外面は縦位ナデを主体とし、郭底部内面はハケおよびナデ、

脚柱部内面は成形時のシボリ痕を不底部をナデや横位ヘラケズリで消す。

72・ 73は壺である。72は頸都～底部である。底部が突出する平底の長頸壺で、横に長い球形の体部

から緩やかに頸部に移行 し、頸部は直線的にのびる。外面は縦位ハケ、内面は左上が リハケで調整す

る。胴部内外面には接合痕がわずかに残る。胴部下半に細長い黒斑を有する。

73は底部～胴部下端である。底都は突出する平底の形態で、側面及び底面を丁寧な指頭圧や板ナデに

より調整する。胴部は外面が若千磨滅 してお り調整は不明瞭であるが、底胴部界付近に板ナデエ具の

圧痕がみられる。内面は放射状の左上がリハケが明瞭で、使用により黒化する。

Ⅱ。 ま とめ

今回の調査区では、中世の耕作痕跡群および井戸群、律令期 。古墳時代中期の自然河サ
「
|を各 1条検

出した。古墳時代河川の下層も弥生後期以降の上器を含む砂質上の堆積であることから、弥生時代後

期から律令期に至るまで、調査地付近は河サIIを 近傍に控えた後背地あるいは自然流路そのものであっ

たと判断できる。調査では古墳時代中～後期を中心として多量の上器が出土したが、ほとんどロージ

ングを受けていないものやほぼ完形で出上したものも一定量あることから、調査地近傍、おそらく合

場遺跡の集落から投棄されたものである可能性が高い。

中世に入るとこうした様相は一変 して、調査地付近は耕作地となる。元来河サII性 の土地であること

から湧水も豊富であつたとみられ、調査区内でも2基の井戸を検出した。耕作に伴 う素掘溝が正方位

を取ることから、このころまでに調査地付近に条里地割が及んでいたことが分かる。耕地化後は、調

査区の範囲では屋敷地等に転換 した形跡は認められず、中世以降連綿 と耕作が続けられてきたものと

思われる。
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第90図 調査地周辺にみられる条里の乱れ (斜行・屈曲地割)

ここで、今回の調査区で検出した流路について、若千の地理的検討を加えておきたい。周知の通 り、

奈良盆地内は広く条里地割が施行 され、現在に至っても正方位の地割が卓越する地域であるが、調査

地周辺にはちょうど調査地をはさむ形で、正方位地割に斜行 しておおむね北東一南西方向を取 りつつ

蛇行する里道や土地境界が散見される (第90図 )。 また、調査地から東北方へ斜行地割を追 うと、断続

的ながら丹波市小学校付近で現在の布留川北流に連続する。

奈良盆地を流れる河サIIに は条里地割に沿つて正方位の流路を取るものが多く、布留川についても北

流は調査地の北方を、本流は調査地の東方をそれぞれ条里地割に沿つて流れているが、これは自然地

形に沿つた斜方位の流路を条里地割に沿つて改変した結果であると考えられている。とすれば、今回

の調査で検出した自然流路および調査地周辺に散在する斜行地割は、条里に沿つて改変される以前の

布留川旧流路の痕跡であるとの推定も成立しうる。

この推定に立つ場合、流烙本体を現流路に付け替えたにもかかわらず、旧流路に基づく地割が条里

地割の浸食を受けずに残つている点などについて説明が必要となるが、現段階ではこれを一つの作業

仮説として、付近における今後の発掘調査、旧地形の解明を進めて行 くこととしたい。 (北 口聡人)

（
υ
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第10表 出土遺物観察表 (1)

番弓
位
構

層
遺

地 区 器 種 色調 胎 土 焼成
法 量

残存率 調整・備考
コ径・底径or裾密 器高(現存高 )

l

霜掘静

南東 椀 5Y5/1灰 密

(長石含む)

やや
軟

137・ 51 底部完存
日縁部1/2

外)指頭圧・ヨコナデ

内)ヘラミガキ

2 南 東 椀 N5/0灰 密 良好 (148・ 5 8) 底 部 1/2
外)ヨコナデ・指頭圧・ベラミガキ
内)ナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

8 南 東 椀 N4/0灰 密 良 好 (154・ 50) 底部 1/2

日縁部 1/4
外)指頭圧・ヨヨナテ

内)ヘラミガキ

4 南東 魔 N5/0灰 密 良好 140・ 42 底部完存
日縁部1/2

外)指頭圧・ヨヨナデ

内ナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

5 南東 椀 N5/0灰 密 良好 (141)・ 52 底部1/2

日縁部1/3

外)指頭圧・ヨヨナデ
内)ナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

6 北 東 椀 N5/0灰 密 良好 (132)・ 45 底部4/5
外)指頭圧・ヨコナデ

内)ナ デ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

7 南東 /1ヽ皿 ¶3/0日旨力て 密 良好 完存
外)指頭圧・ヨヨナデ
内)ヨヨナデ・ナデ・ヘラミガキ

南 東 杯
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (115) 口縁部 1/4 ヨコナデ・指頭圧

南 東 皿
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(長石・石英わずかに含む)

良 好 (144) (21) 日縁部1/4 ヨコナデ

南東 /1ヽ皿
10YR7/8
にぶい黄橙

密

(長石・石英わずかに含む)

良好 8_9,63 14 底部 4/5 ヨナデ・指頭圧

11 南東 」ヽ皿
7_5YR7/4

にぶい橙
やや密
(長石・石英少量含む)

や
好

や
良

94・ 48 15 ヨコナデ

南東 !ヽ 皿
10YR7/3
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 14 ヨヨナデ

13 南東 Iヽ皿
10YR7/3
にぶい黄橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 9 2・ 69 15 ヨコナデ・指頭圧

商 東 よヽ皿
25Y7/3
浅黄

やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (9 1'70) 12 1/3 ヨコナデ・指頭圧

南 東 /1ヽ 皿
10YR7/4
にぶい黄橙

やや密
(長石わずかに含む)

良好 (8 6・ 58) 13 完 存 ヨヨナデ・指頭圧

ＳＥ．
榊

南 東

宛 N3/0暗灰
密

(長石わずかに含む)
良好 13.3・ 47 完 存

外)ヨヨナデ・指頭圧・ヘラミガキ

内)ナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

17 宛 N3/OH音灰
密
(長石わずかに合む)

良好 128・ 47 完存 ヨコナデ・指頭圧・ヘラミガキ

宛 N4/0灰 密 良好 130。 46 完存
外)ヨコナデ・指頭圧・ヘラミガキ
1内 )ナデ・ヨヨナデ・ヘラミガキ

皿 25Y7/2 密 良好 119・ 88 23 完存
外)ヨヨナデ・指頭圧

内)ヨコナデ・ナデ

/1ヽ皿
10YR6/3
にぶい黄橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 92・ 69 13
外)ヨヨナデ
1内 )ヨヨナデ・ナデ

SE2 南 東 皿
10YR6/4
にぶい黄橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良 好 (138'103) ヨコナデ・指頭圧

NRl 南東

甕 5Y6/1灰 密
(長石・石英含む)

良好 (204) (106) 日頃部 1/4
(外 )ヨコナデ・平行タタキ・カキメ
(内 )ヨヨナデ・当て具

郷
7 5YR7/4

にぶい橙
密

(長石・石英わずかに含む)

良好 (118)
外)指頭圧・ヨヨナデ
内)ヨコナデ

郭
「5YR7/3
こぶい橙

密

(長石・石英わずかに含む)
良好 (132

外 )ヨヨナデ・ヘラクズリ・ナデ

内)ナデ・ヘラミガキ

NR2

南西 蓋 ;Y6/1灰 密 良好 ツマミ径49 (27) 天丼部上半
(外 )ロ クロナデ・カキメ

(内 )ロクロナデ

南西 不 ;Y6/1灰
密

(長石・石英わずかに含む)
良好 45 完存

外)回 転ヘラケズリ・ロクロナデ

内)ロクロナデ

南西 邦 10Y7/1灰 白
密
(長石・石英わずかに含む)

良好 完 存
外)ロクロナデ・回転ヘラケズリ
内)ロ クロナデ

南東 高不 ;Y6/1灰
密
(長石・石英含む)

良好 (161) 外 部 1/4
(外 )ヨコナデ・カキメ

(内 )ヨコナデ

南 西 甕 5YR7/6橙
やや密
(長石・石英含む)

良好 完 存
外)左 上がリハケ・ココナデ
内)ナ デ・指頭圧・コヨナデ

南 西 甕 5YR6/6橙
やや粗
(長石・石英多く含む)

良好 144 完 存
外)左 上がリハケ・ヨコナデ
内)右 上がりヘラケズリ・コヨナデ
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Ｆデマ
番

位
構

層
遺

地 区 器 種 色調 胎 土 焼成
法量

残存率 調整・備考
日径・底径o婦径 器高(FFL存高|

NR2

南 東 甕 】脚
やや密
(長石・石英含む)

良好 125
胴部完存
日頸部3/4

外)左上がリハケ・ヨヨナデ
内)板ナデ・指頭圧・左上がリナデ

南西 甕
10YR6/2
灰黄褐

やや密
(長石・石英含む)

良好 H0 (120)
頸月同吉[

ほぼ完存
1外 )左 上がリハケ・ヨヨナデ

1内 )指頭圧・左上がリナデ・ヨヨナデ

南東 甕
10YR8/3

浅黄橙
密
(長石・石英含む)

良好 (192) (310) 1/4
(外)縦位～左上がリハク・ヨヨナデ

(内 )右上がリナデ・指頭圧・ヨヨナデ

南東 霊

25Y7/2
灰黄

密

(長石・石英含む)

良好 (156) (99)
(外 )縦横ハケ・ヨヨナデ

(内 )横位ケズリ・指頭圧・ヨヨナデ

南 東
小形

笙

25Y6/2
灰黄

密
(長石・石英わずかに含む)

や
好

や
良

ヨコナデ・縦位ナデ

南東
小形

壼

10YR6/4
にぶい黄橙

密
(長石・石英含む)

良好 73 完 存
(外ン ケヽ・ヨヨナデ

(内 )ナデ・ヨコナデ

南東 腺
7 5YR8/6

浅黄橙
密

(長石・石英含む)

やや
軟

ヘラナデ・指頭圧

南東 高不
10YR6/4
にぶい黄橙

やや狙
(長石・石英含む)

やや
良好

174 不都
ほぼ完存

ヨコナデ・左上がレ ケヽ

南西 高郷
7 5YR7/4

にぶい橙

やや粗
(長石・石英含む)

や
好

や
良

(裾部径156) (82) 脚据部1/4 指頭圧・ナデ

南西 高不 5YR6/6橙
密
(長石わずかに含む)

良好 (脚柱部径41) (59) 脚柱部完存
1外)ヘラナデ

1内 )ヨヨナデ・ヘラミガキ

Ia

南 反 蓋 N4/0灰
密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (124)
1外 )回 転ヘラクズリ・ロクロナデ
1内)ロクロナデ・ナデ

南 東 不
10BG6/1
青灰

密
(長石・石英含む)

良好 (109) 底部 1/4
外)ロクロナデ

内)ロクロナデ・ナデ

南東 平 瓶 N7/0灰 白
密

(長石わずかに合む)
良 好

肩部
～頸部

ロクロナデ

南辺

サブトレ
椀

7 5YR7/4

にぶい橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 高台径■ 1 底部1/2
1外 )ヨコナデ
t内 )ヘラミガキ

南西 蓋
10BG6/1

青灰
やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 115
(外)ロクロナデ・回転ヘラケズリ

(内 )ロクロナデ

南東 蓋 N7/0万天臼
密

(長石・石英含む)
良好 完 存

(外 )ロクロナデ・回転ヘラケズリ

(内 )ロクロナデ

南西 芸
一

N6/0灰 白
密
(長石・石英含む)

良好
(外)ロクロナデ・回転ヘラケズリ
(内 )ロクロナデ

蓋 5Y7/1灰 白
密
(長石・石英含む)

良好 (12.0) 1/4
外)回 転ヘラケズリ・ロクロナデ
内)ロクロナデ・サデ

南辺

サブトレ
杯 5B6/1青灰

密
(長石・石英含む)

良好 完 存
外)回転ヘラクズリ。ロクロナデ
内)ロクロナデ・ナデ

南西
形
底

い
丸
書

25Y6/2
灰黄

密 良好 (110)
外)調整不明

内)左 上がリナデ・ヨヨナデ

1ヒ西
形
底

小
丸
書

7 5YR6/4

にぶい橙

密
(長石・石英わずかに含む)

良好 ほぼ完存
外)ヨヨナデ・ハケ
内)左上がリケズリ・ナデ・ヨヨナデ

嗣”
甕

10YR7/2
にぶい黄橙

違募軍石英わずかに含
,βヽ

良好 (111) (103) 桐部 上 半
1外)ヨヨナデ・指頭圧
1内)ヨヨナデ・縦位ナデ

甕
7 5YR7/4

にぶい橙
密
(石英・長石多く含む)

良好 (154) (144) 日頸 部 1/4
1外)縦位ハケ・ヨヨナデ

1内)横位ハケ・横位ケズリ

南西 重 7 5YR6/6橙 密 良好 胴部最大径146 桐部下半
外 )ハケ

1内 )ハ ケ・左上がリナデ

南 西 高郵
10YR6/6
明黄褐

やや密
(長石・石英多く含む)

や
好

や
良 裾都径 126 (112)

脚柱部完存
脚裾部1/2

外)網立ヘラミガキ

内)板ナデ・ナデ

南 更 高郷
7 5YR7/4

にぶい橙
やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (裾部径■ つ (75) 脚柱部完存
外)縦位ヘラナデ・ヨコナデ
内)ヨヨナデ

高邦
5YR6/3
にぶい橙

密

(石英。長石わずかに含む)
良好 (裾部径■ 5) (65) 脚柱部完存 ヨコナデ

北東 高 郷 5YR6/6橙
やや密
(長石・石英含む)

良好 裾部径98 (58) 脚柱部完存
1外 )縦位ヘラナデ・ヨヨナデ
t内 )ヨヨナデ・縦位ナデ

Jヒ東 葛イ
7 5YR6/4

にぶい橙

やや密
(長石・石英含む)

や
好

や
良 脚柱部径41 (72) 脚柱部完存

(外)維位ヘラナデ・ヨコナデ

(内 )ヨ ヨナデ

北東 高 不 ;YR7/6橙
密
(長石・石英わずかに含む)

良好 脚柱部径39 脚柱部完存
(外)縦位ハケ
(内 )ヨヨナデ
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番 位
構

層
遺

地 区 器 種 色 調 胎 土 焼成
法 量

残存率 調整・備考
ヨ径・底径or裾宅 器高(現存高)

中央サブ

トレ北半
高 邦

7 5YR7/4

にぶい橙
密
(長石わずかに含む)

良好 脚柱部径34 (56) 印柱部完存
外 )縦位ヘラナデ

1内 )横位ヘラナデ

南辺
サブトレ

高 イ 7 5YR6/6橙
やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (脚柱部径50) (60) 印柱部上半
i外)指頭圧・面取り

i内 )未調整

北東 高 郷
10YR7/3
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英わずかに含む)

やや
良好

(脚柱部径57) (76) 即柱部 1/2
1外)縦位ヘラナデ

1内)ヨヨナデ

南辺
サブトレ 高 不

7 5YR7/4

にぶい橙
やや密
(長石・石英わずかに含む)

良好 (脚柱部径50) (761 即柱部完存
外)縦位ヘラナデ
内)ヨヨナデ

1ヒ 西 高イ
10YR7/4
にぶい黄橙

密
(長石・石英わず力Wこ含む)

良好 脚柱部42 (71) 脚柱部完存
i外)縦位ヘラミガキ

1内)ナ デ・横位ヘラケズリ

北東 高不 5YR7/6橙
やや密
(長石・石英多く含む)

良好 脚柱都径39 (51) 脚柱都完存 "網
立ハケ

1内)横位ヘラナデ

南西 高イ 5YR6/6橙 密 良好 硼 柱部径30) (50 脚柱部上半
71‐l指頭圧・ヘラナデ

内)未調整

Ⅲ

南東 高イ
5YR7/8

橙
やや粗
(長石・石英多く含む)

良好 イ底部径122 外底 部 3/4 ヨコナデ。指頭圧

北東 高不
10YR7/2
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英・角閃石含む)

良好 (190) 杯底部2/3 ヨヨナデ・指頭圧

蜘”
高邦 5YR7/6橙

密
(長石・石英含む)

やや
良好

脚柱部径45 (74) 即柱部上半
(外 )ヘラナデ
(内 )ヘラミガキ

北 西 高郷
10YR6/3
にぶい黄橙

やや密
(長石・石英多く含む)

良好 脚柱部径67 (8.2) 即柱部上半
(外 )ナデ

(内 )ハケ・ナデ・横位ヘラケズリ

南 東 壷
7 5YR7/4

にぶい橙
密

石英含む)

良好 底部径39 (136) 底月同部完存
(外)縦位ハケ

(内)左 上がリハケ

北 西 壷
10YR7/3
にぶい黄橙

啓
長石・石英含む)

良好 底部径46 (42) 底部完存
(外)板ナデ・指頭圧

(内)左上がリハケ

5 合場遺跡 (第 6次 )

第12表 出土遺物観察表 (3)
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平等坊・岩室北遺跡 (第 1次 )

I。 は じめ に

今回の調査は天理市荒蒔町地内の荒蒔東池において、池底掘削工・堤体改修工などを伴 う溜池改修

工事が計画されたことに伴って実施 した。荒蒔東池は東半部が平等坊・岩室北遺跡に含まれることか

ら、該当区域の発掘調査をおこなった。平成18年 11月 13日 に排水作業を開始 し、同11月 22日 より掘削

に入 り、同12月 26日 にすべての作業を終了した。最終的な調査面積は430だである。

Ⅱ.調査 の経 過

1.既往の調査 (第91図 )

今回調査をおこなった荒蒔東池は平等坊・岩室北遺跡の範囲に属する。平等坊・岩室北遺跡は弥生

時代の拠点集落として知 られる平等坊・岩室遺跡の北西に広がる遺跡で、現行の『奈良県遺跡地図』

上では遺物散布地として記載されているが、実態はこれまでほとんど明らかにされていない。

荒蒔東池周辺では、東側隣接地にて埋蔵文化財天理教調査団が倉庫改築に伴 う調査を三度にわたつ

て実施 している (日 野(編)2010;当 該調査地は『奈良県遺跡地図』では平等坊・岩室北遺跡に含まれているが、

天理市教育委員会では便宜的に平等坊・岩室遺跡における一連の調査の一部として取り扱い、平等坊・岩室遺跡

第15次調査、第16次調査の呼称を与えている)。 このうち平成 6年度に実施された第15次調査では顕著な

遺構が検出されていないが、平成 8年度に実施 された第16次調査では、東西方向に伸びる弥生時代中

期の溝 2条、弥生時代後期末の上坑、古墳時代前期末の溝 1条が確認 されている。
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6.平等坊・岩室北遺跡 (第 1次 )

2.調査の経過

溜池内には調査着手以前に工事用仮設道路が設置されていたが、仮設道路外は地盤が著 しく軟弱で

重機の乗 り入れが難 しい状態であった。当初は遺構面がより良好に保存されていると想定される堤防

寄 りに調査区を設定する予定であったが、前述の理由により調査区の位置や大きさは仮設道路に制約

され、予定より溜池内側に設定せざるを得なかった。調査区は仮設道路の外周に沿つた逆 L字形に配

置し、幅約 4m、 北調査区の全長約34m、 東調査区の全長約70mと なつた。

Ⅲ.層序・遺構

1.層序 (第82図 )

第 I層 は池底堆積土および攪乱埋上である。第Ⅱ層は黒褐色砂質上である。第Ⅲ層は黄灰色砂質土

でしまりが強い。第Ⅳ層は粗砂～細砂の堆積で厚さ50～ 70cmを測る。第V層 は暗灰色粘土を主体とす

る粘土層である。いずれも無遺物層であるが、第Ⅲ層以下は地山相当と考えられる。

遺憾ながら、仮設道路設置工事の際の重機による攪乱が調査区内の相当範囲に及んでいた。北調査

区では全域が第V層上面まで攪乱されてお り、特に北壁寄 りの攪乱が著 しかったため、仮設道路直下

の南壁を土層観察の対象 とした。東調査区も北部は第V層上面まで攪乱が及んでいたが、南部は東壁

寄 りのわずかな部分が攪乱を免れていたため土層観察の対象 とした。

2.主要な遺構 (第82図 )

自然流路NR01

北調査区西端の第V層上面で検出した。北東一南西方向の流路で、西側の肩は調査区内では検出で

きなかった。河道幅は検出面で少なくとも12m以上ある。東側の肩から続 く河床は標高47.7mま で落

ち込むことを確認 したが、さらなる掘削は仮設道路への影響を考慮 して見合わせた。このため、河道

の深 さは不明である。埋土に遺物は含まない。上部は全面的に攪乱を受けているため、東調査区で確

認 した基本層序 との対応関係は不明である。

自然流路NR02

東調査区南端の第V層上面で検出した。南東―北西方向の流路で、南側の肩は調査区内では検出で

きていない。河道幅は検出面で少なくとも5m以上ある。河床はしまりの強い緑灰色細砂で、検出面

からの深さ約1.Omを測る。埋上に遺物は含まない。

その他

第V層上面で、溝状の落ち込みなどを検出しているが (SX01・ SX02・ SX03)、 いずれも埋上に遺物は

含まない。

Ⅳ .おわ りに

今回の調査では、当初は東側に隣接する平等坊・岩室遺跡第16次調査地で確認された溝や土坑など

に関連する遺構の検出が予想された。しかし、調査区設定位置が仮設道路に制約されたため、遺構面

を良好に残すと考えられる堤防寄りを調査することができず、より溜池内側の調査となった。また、

調査区内は広い範囲に攪乱が及んでいた。このため、本来の遺構面であつた可能性がある第Ⅲ層上面

民
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自然河道NR01 北 調 査 区

国土座標は世界測地系をゴシック体、
日本測地系を明朝体で表示した。

土層図 a一 a'は北調査区南壁土層図を

反転して作成した。

第92図 調査区平面図・土層図
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6.平等坊・岩室北遺跡 (第 1次 )

以上を面的に検出することはできなかつた。溜池内の大部分は、溜池築造時に削平されているものと

みられる。第16次調査で確認された遺構群の広がりについては今後の課題とせぎるを得ない。

第V層上面で確認した 2つの自然河道については、東側の平等坊・岩室遺跡で確認されている河道

群―との関連が注意される。河道内から遺物が出上していないため時期は決定し―がたいが、NR02に つい

ては層位から判断するとかなり古い時期のものとみられる。             (石 田大輔)

〔参考文硼

日野 宏(編)2010『平等坊・岩室遺跡 第15。 16次発掘調査報告書』考古学調査研究中間報告27埋蔵文化財

天理教調査団
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①

調査区全景 (北から)

調査区金景 (南から)
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攀 ど

調査区全景 (垂直)


